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紅I通巻133号／1997.6.20 定価100円 ！ i—•I 

： 自衛隊の海外派兵を食い止め．大燿宣純を！

！ 米軍基地を撤去しよう！
1 反核運動を総続し、核廃絶を！ I 
1 憲法9条を世界に： I 
！ 市民による平和政策を提起しよう！ ， 

I 草の根の国際共同作業を進めよう： 1 

合

円

畠

！ 
新ガイドライン＝有事体制にNOを！
名護市で住民投票請求●海上ヘリポートを問う！
こちらゆふいん●NYタイムス意見広告の報告
沖縄から●6月は沖縄県民が平和を願う月
岩国●基地沖合い移設事業善工に抗議行動

●維持会員（月額） ●参加会員（月額） ●通信会員（年額）勝t軍：傭iネ→ソトワーク

個人 l口1000円個人 l口 500円 3000円
団体 l口2000円団体 ］口 1000円

（会費は本紙購読料を含みます）



「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」
（
以
下

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
)
―
の
見
直
し
に
関
す
る
中

間
と
り
ま
と
め
が
六
月
七
日
に
発
表
さ
れ
た
。

現
在
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
ら
れ
た
一
九
七
八

年
以
来
約
二
O

)

年
ぶ
り
の
一
見
直
し
」
に
な

る
。
秋
に
は
最
終
的
な
ま
と
め
を
行
い
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
改
訂
、
つ
ま
り
新
た
な
指
針
を
作
る

と
い
う
の
が
日
米
政
府
の
目
論
見
で
あ
る
。

日
本
文
で
A
4
版
九
ペ
ー
ジ
の
こ
の
文
書
の

内
容
は
、
私
た
ち
が
予
想
し
危
惧
し
て
い
た
と

お
り
、
お
そ
ろ
し
く
醜
悪
で
危
険
な
も
の
と

な
っ
た
。

現
在
の
（
七
八
年
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
も
と

で
の
防
衛
協
力
は
、
次
の
二
つ
の
状
況
を
想
定

し
て
い
ろ
。

一
●
①
侵
略
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
態
勢
。
②

日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
に
対
す
る
対
処
行
動

等
。
③
日
本
以
外
の
極
東
に
お
け
る
事
態
で
日

本
の
安
全
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
場
合
の
日

米
ヵ
。
冷
戦
の
も
と
で
作
ら
れ
た
現
在
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
、
ソ
連
を
仮
想
敵
と
す
ろ
も
の
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
第
の
目
的
は
、
ソ
連

を
軍
事
的
に
封
じ
込
め
る
（
①
）
こ
と
で
あ

り
、
も
し
攻
撃
が
あ
れ
ば
撃
退
す
る
（
⑨
)
こ

と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
ソ
連
と
の
戦
い
の
場

は
、
「
極
東
」
地
域
で
あ
っ
た
（
③
)
。
極
東

有
事
に
備
え
る
こ
と
は
米
国
は
世
界
戦
略
遂
行

と
イ
コ
ー
ル
だ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
今
回
の
「
見
直
し
」
作
業

が
検
討
対
象
と
し
て
る
の
は
、
①
平
素
か
ら
行

う
協
力
。
②
日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
に
際
し

て
の
対
処
行
動
等
。
そ
し
て
(
3
)

日
本
周
辺
地
域

に
お
け
る
事
態
で
日
本
の
平
和
と
安
全
に
重
要

な
影
響
を
与
え
る
場
合
。
以
上
の
三
つ
で
あ

る。

(

I

指
針
見
直
し
の
背
景
）

ソ
連
が
崩
壊
し
た
今
日
、
米
国
に
と
っ
て

「
封
じ
込
め
る
」
対
象
は
な
く
な
っ
た
。
だ
が

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
e

平
素
か
ら
の
協

力
が
必
要
で
あ
る
（
①
）
。
も
ち
ろ
ん
日
本
に

対
す
る
武
力
攻
撃
へ
の
供
え
は
怠
ら
な
い
。
日

本
政
府
が
国
民
に
説
明
し
て
い
る
「
日
米
安

保
」
の
意
義
は
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
こ
れ
だ
け
な

の
だ
か
ら
当
然
削
除
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
さ
ら
に
、
「
平
和
と
安
全
」
を
脅
か
す

「
日
本
周
辺
地
域
」
で
の
事
態
で
も
協
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
了
3

)

。

「
日
本
周
辺
地
域
9
]

に
関
す
る
明
確
な
定
義

は
こ
の
文
書
の
ど
こ
に
も
見
あ
た
ら
な
い
。
こ

れ
は
き
っ
と
協
議
に
あ
た
っ
た
日
本
側
官
僚
の

悪
知
恵
だ
。
米
困
政
府
は
き
っ
と
こ
の
よ
う
に

言
い
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
「
ペ
ル
シ
ャ
湾

に
ま
で
い
た
る
広
大
な
範
囲
の
局
地
的
・
地
域

「
有
事
」
を
作
る
の
は
米
国

追
随
的
パ
ー
ト
ナ
ー
へ

唸喜
，Jーな

9

9
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軍
隊
に
よ
る
の
で
は
な
い

「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
構
想
し
よ
う

的
さ
ら
に
は
超
地
域
的
な
緊
急
事
態
」
（
国
防

総
省
「
日
米
安
保
報
告
」
九
五
・
―
―
-
)
。

「
見
直
し
」
の
根
本
的
欺
腑
と
偽
善
の
ひ
と

つ
は
こ
こ
に
あ
る
。
米
国
は
自
ら
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
の
ど
こ
で
で
も
「
有
事
」
を
作
り
出

す
力
を
持
っ
た
た
だ
―
つ
の
国
で
あ
る
。
米
国

が
日
本
に
求
め
る
「
防
衛
協
力
」
と
は
、
「
い

つ
ど
こ
で
で
も
」
有
事
を
作
り
出
す
米
軍
へ
の

協
力
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
側
の

姿
勢
は
、
合
い
も
変
わ
ら
ぬ
対
米
追
随
以
外
の

な
に
も
の
で
も
な
い
。

だ
が
、
日
本
が
こ
の
よ
う
に
欺
隔
と
偽
善
を

レ
ト
リ
ッ
ク
で
覆
い
隠
し
な
が
ら
、
受
動
的
な

追
随
者
に
留
ま
る
こ
と
で
満
足
す
る
ほ
ど
米
国

は
お
人
好
し
で
は
な
い
。
「
新
た
な
指
針
の
最

も
重
要
な
目
的
の
一
っ
は
、
日
本
に
対
す
る
武

力
攻
撃
ま
た
は
周
辺
事
態
に
際
し
て
、
日
米
が

協
力
し
て
こ
れ
に
対
処
し
う
る
態
勢
を
構
築
す

る
こ
と
で
あ
る
。
新
た
な
指
針
は
、
平
素
か
ら

の
及
び
緊
急
事
態
に
お
け
る
日
米
各
々
の
役
割

な
ら
び
に
相
互
間
の
協
力
及
び
調
整
の
在
り
方

に
つ
い
て
一
般
的
な
大
枠
及
び
方
向
性
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
今
年
秋
の
策
定
後
に
日
米
両
国

の
関
係
者
が
行
う
こ
と
に
な
る
共
同
の
取
り
組

み
に
対
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
与
え
る
も
の
で
あ

る」

(

I

I

あ
ら
た
な
指
針
の
目
的
）
。
「
態

、
勢
」
、
「
協
力
及
び
調
整
」
と
い
う
穏
や
か
な

言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
日
本
の

「
集
団
的
自
衛
権
」
論
議
に
配
慮
し
た
、
官
僚

的
作
文
で
あ
る
、
実
際
に
は
実
行
組
織
、
実
行

手
段
ま
で
含
め
た
共
同
作
戦
体
制
で
あ
り
、
共

通
の
戦
闘
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
さ
ら
に
末
尾

の
「
新
た
な
指
針
策
定
後
の
取
り
組
み
」
の
部

分
に
出
て
く
る
「
相
互
協
力
計
画
」
は
共
同
作

戦
計
画
、
「
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
言
う
言
葉

は
「
共
同
作
戦
司
令
部
」
と
読
み
変
え
る
べ
き

だ
ろ
う
。
主
導
権
は
も
ち
ろ
ん
米
国
に
あ
る
。

抽
象
的
な
解
説
が
つ
づ
い
た
が
、
そ
れ
は
こ

の
「
見
直
し
」
文
書
が
官
僚
が
書
い
た
作
文
だ

か
ら
だ
。
実
際
に
検
討
さ
れ
、
協
議
さ
れ
て
い

る
の
は
、
も
っ
と
具
体
的
で
即
物
的
だ
。
別
表

に
は
く
周
辺
事
態
に
お
け
る
協
力
検
討
項
目
の

例
＞
，
と
し
て
、
「
人
道
的
活
動
」
「
非
戦
闘
員

退
避
活
動
」
「
米
軍
支
援
」
な
ど
六
分
野
に
つ

い
て
、
四

0
項
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
紙
面

の
都
合
で
代
表
例
を
あ
げ
る
。

（
人
道
的
支
援
）♦
被
災
地
へ
の
人
員
及
び
補

給
品
の
輸
送
♦
被
災
地
に
お
け
る
医
療
・
通
信

及
び
輸
送

（
国
際
の
平
和
と
安
定
の
維
持
を
目
的
と
す
る

憲
法
か
ら
の
逸
脱
は
さ
け
ら
れ
な
い

田
巻
一
彦
●
編
集
部

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直
し
・

有
事
立
法
に
ノ
ー
を
！

S 7月3日、沖縄からぼ北富士に場所を移して海兵
‘、・隊の実弾演習が始まった。兵士たちを横田まで運
んだのは全日空のチャーター便だった。新ガイド
ラインはもう動いている。 （7/3|朝日」）
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在日米軍が要求している支援項目ー＜一部＞］
データ： 「読売新聞」 97.5.27
作図：田巻一彦

ゾ

だ
苫小牧

:¥  /―<MSC＞＊所属艦船の入港譴
、＊バンなど車両やプレハプ施設

＼ ＼の提供
千歳•新千歳空港

ー、

＜空軍＞航空機格納庫倉
直事疾所な芝の
や通信支援

: 9  板付

福岡空港 \~- / 

J.；言：口、
横田 ＼ ど器材、資材の提供

ロご―¥¥ ：田空港
かかわる資器 ＼ ／＇＜海軍＞成田空港への税関職員派遣

材の提供 ＼ ぺ；

；］：：言［口;塁): 
／：口］｀□ 下疇なとの庚

「？／ー一詈恥格納爪倉広事戸霞．の使用、

｀｀：口：こ誓：：｀／提供
，1 ＼） （ ＜第七艦隊＞海上自衛隊航空基地使用に

\\~~ iピ叫巳竺竺言昇‘フ［
＼ ＼ r¥  ＼ などの提俣
¥ J ¥ <MSC＞＊所属艦船の入港支援＊バンな
＼〇 、＼＼ど車両やプレハプ施設の提供

¥ ¥ ¥、
＼ ＼宮崎空港・鹿児島空港一

＜空軍＞航空機格納庫、倉直事務西などの使
佐世保 用、警備や通信支援
<MSC＞ （佐世保）＼ 
＊所属艦船の入港支 ＼＼鹿屋

i 援＊バンなど車両や く第七艦隊＞海上自衛隊航蚕基地
＼ プレハプ施設の提供 使用に関する後方支援

長崎
、＜海軍＞滑走路使用

撻・
1く海軍＞＊
：の滑走路使
におけるク
，供、埠頭）
1 用、燃i.,,~"’ビ
l く空軍＞
・:＊航空機格納庫、倉
庫、事務所などの使
用｀警備や通信支援

神奈iii
，＜陸軍＞相模補給筋から横浜への軍需物資、燃
＇料の輸送
＜第七歓待＞横須賀・厚木の海上自衛隊基地使
用に関する後方支援
<MSC／軍事輸送管理軍＞（横浜・横須賀）
＊郡属艦船の入港支援＊バンなど車両やプレハ
プ施設の提供＊船舵、クレーン車、 トラックな
ど器材、資材の提供

g
 /

i
t
i
 

し
し

し

1

沖縄
＜陸軍＞人員・物資の輸送

ぐ＜泄軍＞那覇空港への税関
職員派遣
＜空軍＞嘉手納基地での非
戦闘員(J)護送にかかわる資
器材の提供
＜空軍＞那覇空港での
航空機格納庫、倉庫、事務
所などの使用、警備や通信I
支援
＜第三海忠幾動展開部隊＞i
トラック、 トラクターC ト

芦口共フォークリフト 1

<MSC／軍事輸送管理軍 i 

＞ （天願・金武湾・那覇） 1 
＊所属艦船の入港支援＊バ
ンなど車両やプレハプ施設
の提供<MSC＞＊所属艦
船の入港支援＊バンなど車
両やプレハブ施設の提供＊
船船、クレーン車、 トラッ
クなど器材、資材の提供

経

済

制

裁

の

実

効

性

を

確

保

す

る

た

め

の

活

動

）

●

船

舶

の

検

査

及

び

関

連

す

る

活

動

（
非
戦
闘
員
を
待
避
さ
せ
る
た
め
の
活
動♦自

衛

隊

施

設

及

び

民

間

空

港

湾

・

空

港

の

使

用

（

米

軍

の

活

動

に

対

す

る

日

本

の

支

援

）

（

後

方

地

域

支

援

）

●

米

艦

船

・

航

空

機

へ

の

物

資

及

び

燃

料

等

の

補

給

●

人

員

・

物

資

の

輸

送
♦
米
軍
の
艦
船
、
航
空
機
の
修
理
・
整
備
、

◆

日

本

国

内

の

輸

送

経

路

上

の

警

備

◆

警

戒

・

監

視

（

運

用

面

の

協

力

）

◆

機

雷

の

除

去

こ

れ

ら

の

行

動

を

、

米

軍

と

の

「

相

互

協

力

計

画

」

に

基

づ

き

、

ひ

と

つ

の

一

調

整

メ

カ

ニ

ズ

ム

」

の

下

で

、

し

か

も

「

日

本

周

辺

地

域

」

（

つ

ま

り

国

外

）

で

行

う

の

で

あ

る

。

多

く

の

事

例

は

、

「

参

戦

」

と

呼

ぶ

に

ふ

さ

わ

し

い

も

の

で

あ

る

。

憲

法

の

平

和

主

義

、

集

団

自

衛

権

行

使

の

禁

止

、

専

守

防

衛

の

原

則

を

大

き

く

踏

み

外

す

こ

と

は

明

白

だ

。
「

読

売

新

聞

」

（

五

月

二

四

日

）

は

、

こ

の

四

0項
目

の

も

と

に

な

っ

た

、

米

軍

か

ら

の

要

求

は

実

に

一

0五
九

項

目

に

上

る

と

報

じ

、

そ

の

一

部

を

明

ら

か

に

し

た

（

）

こ

の

記

事

に

記

さ

れ

た

要

求

項

目

を

日

本

地

図

に

書

き

込

ん

だ

の

が

次

ペ

ー

ジ

の

図

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

な

背

景

を

踏

ま

え

て

、

日

米

政

府

は

「

別

表

」

に

次

の

よ

う

な

コ

メ

ン

ト

を

付

け

る

こ

と

に

抜

か

り

は

な

い

（

）

「

な

お

、

こ

の

別

社
会
全
体
の
軍
統
制
11
有
事
法
制

表

は

、

す

べ

て

の

協

力

項

目

W網
羅

的

に

示

す

も

の

で

は

な

く

、

今

後

の

さ

ら

な

る

作

業

の

結

果

、

修

正

・

追

加

が

あ

り

う

る

」

。

次

ペ

ー

ジ

の

図

、

米

軍

の

要

求

が

い

か

に

具

体

的

で

徴

に

入

り

細

に

わ

た

っ

て

い

る

か

が

窺

え

よ

う

。

中

に

は

「

広

島

の

川

上

弾

薬

庫

か

ら

十

ト

ン

ト

ラ

ッ

ク

で

百

四

十

八

台

分

の

弾

薬

輸

送

」

な

ど

、

い

や

に

リ

ア

ル

な

項

目

ま

で

含

ま

れ

て

い

る

。

こ

れ

ら

の

活

動

の

担

い

手

は

、

日

本

軍

l

i

自

衛

隊

だ

け

で

は

な

い

。

人

員

や

物

資

の

輸

送

に

は

、

民

間

の

チ

ャ

ー

タ

ー

船

や

チ

ャ

ー

タ

'

i

便

が

使

わ

れ

る

だ

ろ

う

。

）

こ

れ

は

も

は

や

在

日

米

軍

基

地

で

は

日

常

的

に

行

わ

れ

て

い

る

。

弾

薬

や

燃

料

の

陸

上

輸

送

の

ほ

と

ん

ど

は

民

間

の

運

送

業

者

が

行

っ

て

い

る

C

沖

縄

県

道

越

え

演

習

の

分

散

移

転

先

で

あ

る

北

富

士

に

海

兵

隊

を

運

ん

だ

の

は

全

日

空

の

エ

ア

バ

ス

で

あ

り

、

装

備

や

資

材

は

民

間

の

貨

物

船

で

運

ば

れ

、

横

浜

ノ

：

ス

ド

ッ

ク

で

陸

揚

げ

さ

れ

た

。

「

周

辺

地

域

事

態

」

と

い

う

こ

と

に

な

れ

ば

、

け

た

違

い

の

輸

送

能

力

が

期

待

さ

れ

る

だ

ろ

う

。

労

働

者

も

た

く

さ

ん

確

保

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

だ

ろ

゜
ぷ
ノ

新

し

い

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

を

実

効

あ

る

も

の

に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
自
体
、

戦

後

の

歴

史

の

中

で

、

今

ほ

と

日

本

へ

の

軍

事

的

脅

威

が

希

薄

な

時

代

は

な

い

。

そ

の

時

代

に

な

ぜ

一

有

事

法

」

な

の

か

。

な

ぜ

、

軍

隊

が

前

に

出

て

こ

な

け

れ

ば

い

け

な

い

の

か

。

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

は

い

ら

な

い

の

は

当

然

で

あ

る

。

同

時

に

私

た

ち

は

現

在

の

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

も

、

も

う

無

用

の

長

物

だ

、

廃

止

せ

よ

と

求

め

て

い

こ

う

！

さ

ら

に

私

た

ち

は

、

軍

事

偏

重

の

有

持

論

の

向

こ

う

に

、

一

あ

ら

ゆ

る

面

に

お

い

て

永

続

的

で

、

充

実

し

た

暮

ら

し

の

提

供

を

求

め

る

『

人

間

の

安

全

保

陣

』

」

（

海

兵

隊

は

い

ら

な

い

！

N
Yタ
イ

ム

ス

意

見

広

告

）

へ

の

構

想

を

膨

ら

ま

せ

て

い

き

た

い

。

◆

◆

も
は
や
無
意
味

す

る

た

め

に

は

、

自

衛

隊

法

改

正

は

も

と

よ

り

、

こ

れ

ら

民

間

の

資

源

や

人

員

を

軍

の

指

揮

の

下

に

動

員

す

る

た

め

の

各

種

法

律

の

改

正

・

新

設

は

避

け

て

通

れ

な

い

。

こ

の

有

事

法

こ

そ

は

、

支

配

層

の

少

な

く

な

い

人

々

が

長

年

に

わ

た

っ

て

願

っ

て

き

た

、

軍

に

よ

る

社

会

全

体

の

統

制

に

法

的

根

拠

を

与

え

る

も

の

に

他

な

ら

な

、

。し

5
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地
主
の
友
人
と
沖
縄
の
第
一
回
公
開
審
理

(

2

月
21
日
）
の
傍
聴
に
行
く
こ
と
に
な
っ

た
私
に
、
今
回
の
意
見
広
告
の
「
呼
び
か
け

人
」
を
沖
縄
で
募
っ
て
く
る
と
い
う
大
役
が

ま
わ
っ
て
き
た
。
幸
い
に
も
お
願
い
し
た

方
々
は
、
み
な
さ
ん
ほ
ん
と
う
に
快
く
呼
び

か
け
人
に
な
っ
て
下
さ
っ
た
。
後
に
な
っ
て

考
え
る
と
、
基
地
問
題
の
駆
け
出
し
に
過
ぎ

な
い
私
た
ち
の
ぶ
ち
あ
げ
た
計
画
に
、
さ
ぞ

か
し
不
安
を
抱
か
れ
た
方
も
多
か
っ
た
こ
と

と
思
う
。

ズ

'

”

お

2
、

{

ム

告

ィ

広

，

ふ

ダ
見

[

N

Y

意R
 ゚

は
図
》霜鱈B

5月30日に掲載されま
した

．
 

と
も
あ
れ
「
や
る
っ
き
ゃ
な
い
の
だ
」
と

の
思
い
を
強
く
し
て
湯
布
院
に
帰
っ
て
く
る

と
、
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
五

0
号
が
届
い
て
お

り
、
開
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
な
ん
と

「
海
兵
隊
の
撤
退
を
求
め
る
全
国
的
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
む
」
と
の
キ
ャ
ッ
チ

ピ
ー
ス
の
活
動
方
針
。
し
か
も
、
「
ア
メ
リ

カ
の
地
方
紙
に
意
見
広
告
を
出
し
た
ら
ど
う

か
」
と
い
う
提
案
も
。
ま
え
に
東
京
の
集
会

で
お
会
い
し
た
山
中
さ
ん
の
顔
が
パ
ッ
と
浮

か
び
、
早
速
お
電
話
で
こ
の
意
見
広
告
の
話

9 5 ? 
•.,...、•-: : -

. ·-..ゞ＞’• ` ,・・ ざ

ょ→ 3 *f— ぐ t^ざ s文’ふ心ふ＞ヤ的心': :,ゞ た

＇` ト・・と'z •5. , ‘ ' 3 ’ ’・ ぇ• 、̀ iー！｀ 必
-- •,.!•, -, ヽ炉‘. • 

'..--s •くヤ ・ ＿ •―『←
t ; ,.'.  •．＿ぞ•谷―9 、

i i冶:-,..．．， 9 -さ． r
ゞ•. •..'.—_...' 

8 , ; f• 9.. 、 ' • .. ..・ ・ぶ.ぶ‘..
"'"' " . ~ _,,`—で心,.- --, -・・ • 
•..,,ゞ 9• •-{•.., .., 

=こ¢ヽ～｀や口,-=:_'. 、

--9 ＾へ：ヽ',

を
す
る
と
、
「
さ
っ
そ
く
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス

の
運
営
委
員
に
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
」
。
お

か
げ
で
「
呼
び
か
け
人
」
も
沖
縄
を
は
じ

め
、
全
国
の
米
軍
基
地
問
題
を
抱
え
る
地
域

か
ら
参
加
い
た
だ
き
、
最
終
的
に
は
五
七
個

人
、
七
団
体
に
ま
で
達
し
た
。

し
か
し
、
意
見
広
告
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
知

ろ
う
は
ず
も
な
い
私
た
ち
は
、
友
人
の
紹
介

で
、
沖
縄
の
県
民
投
票
の
と
き
意
見
広
告
を

呼
び
か
け
、
一
ヶ
月
と
い
う
短
い
期
間
で
こ

れ
を
実
現
さ
せ
た
相
模
原
の
仲
田
さ
ん
ご
夫

妻
の
お
宅
を
ア
ド
バ
イ
ス
を
請
う
た
め
に
う

7
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全
国
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

や
り
と
げ
ま
し
た
！

ム
ボ
ー
で
ノ
ー
テ
ン
キ
？
な
こ
の
計
画

松
村
真
知
子

米
海
兵
隊
は
日
本
に
い
ら
な
い
！
米
紙
意
見
広
告
を
実
現
す
る
会

:・'マ，．，べx•,っ`| 9ど;. 9 t ジガンパ総額`,.,,.....;,,こゾ心砂

8,218,500円！
ご協力ありがとうございまし
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＇^ ： ました。一部200円。お問い合わせは、

879-51 大分県湯布院町川上1525-12
TEL/FAX 0977-85-5003 

米海兵隊は日本にいらない！
米紙意見広告を実現する会

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ

ム
ス
に
海
兵
隊
撤
退
の
意

見
広
告
を
出
す
」
。
今
に

し
て
思
う
と
、
ち
ょ
っ
と

ム
ボ
ー
，
だ
っ
た
か
な
と
思

わ
な
い
で
も
な
い
こ
の
計

画
は
「
米
軍
基
地
と
日
本

を
ど
う
す
る
、
ロ
ー
カ
ル

N
E
T
大
分
・
日

出
生
台
」
の
メ
ン
バ
ー
の
定
例
会
議
で
、
誰

か
が
ぼ
そ
っ
と
つ
ふ
や
い
た
の
が
は
じ
ま
り

だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
は
ち
ゅ
う
ち
ょ

が
先
に
立
ち
、
「
そ
ん
な
こ
と
も
や
れ
た
ら

い
い
ね
え
」
と
い
う
程
度
の
み
ん
な
の
受
け

取
り
か
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
会
議
を
、
後
ろ
で
ダ
ン

ボ
の
よ
う
に
耳
を
大
き
く
し
て
聴
い
て
い
た

某
地
方
新
聞
の
記
者
が
い
た
。
な
ん
と
、
翌

日
「
口
1
'

カ
ル
ネ
ッ
ト
が
ニ
ュ
ー
＇
ヨ

1
I

ク
タ

イ
ム
ス
に
意
見
広
告
」
と
い
う
記
事
が
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（
今
、
あ
か
す

と
、
こ
の
せ
い
で
今
回
の
意
見
広
告
は
ス

タ
・
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。
フ
ラ
イ
ン

グ
を
し
た
そ
の
記
者
は
し
ば
ら
く
「
出
入
り

禁
止
」
の
刑
に
処
さ
れ
た
）

．
 

提
載
費
用
、
五

0
0万
。
集
め
る
た
め
の

広
告
費
用
に

・
1
0
0万
。
し
か
し
、
お
金
が

集
ま
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。
「
そ
Enu 

,' 

ー

，

I P 
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ん
と
き
や
、
う
ち
の
山
を
売
れ
ば
い
い
」
と

口
を
滑
ら
せ
た
誰
か
の
一
言
を
み
ん
な
聴
き

逃
さ
ず
、
そ
の
発
言
者
の
「
山
」
は
意
見
広

告
の
「
担
保
」
に
入
れ
ら
れ
た
。
（
そ
の
人

は
後
に
「
運
営
責
任
者
」
と
い
う
役
職
に
な

る
）
し
か
し
、
事
務
局
を
ど
う
す
る
か
。
お

そ
ら
く
大
変
な
作
業
に
な
る
だ
ろ
う
け
ど
、

事
務
所
を
借
り
る
費
用
も
、
専
従
を
お
く
費

用
も
と
て
も
な
い
。
：
結
局
、
自
営
業
を
し
て

い
る
う
ち
の
酒
屋
の
販
売
ス
ペ
ー
ス
を
半
分

に
縮
小
し
て
、
専
用
電
話
を
ひ
き
、
事
務
局

と
し
た
。
（
売
れ
な
い
酒
屋
な
ら
で
は
の
隠

し
技
だ
っ
た
）

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、

東
京
の
一
坪
反
戦

1988年6月18日第三種郵便物認可（通巻133号）
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沖
縄
県
は
、
甚
地
か
ら
派
生
す
る
様
々

拝
啓
、
初
夏
の
侯
益
々
ご
清
勝
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
貴
団
体
が
一
九
九
七
年
五
月
一
―

10

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
紙
に
掲
載
さ

れ
た
意
見
広
告
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

こ。f
 草

の
根
の
市
民
活
動
の
中
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
意
義
深
い
こ
と
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ

と
に
対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
沖

縄
の
基
地
問
題
に
つ
い
て
、
熱
意
あ
ふ
れ
る

訴
え
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
、
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

代

表

佐

藤

品

様

米
紙
意
見
広
告
を
実
現
す
る
会

大
田
知
事
か
r

し
の
手
紙

E
9

、
い
こ

a
,
'
‘
,
S
r

：
ず
，
“
戸
岱
気
ぷ
洛
，
屯
，
心
魯9

採
が
岱
舒
妬
幽
霰
ぶr
は
は
、
メ
”
窯
収
心
と
9
心

2
"
r
"
'
,
'

盆
校
窯
比
芯
茂
”
忍3
5必"
2況
心
が3~

；
｀
＇
―
-
ー
＇
玲
沼
恣
沿
梨
い
む
が
ハ
酪
＇
裔
食
食
毒
這
履
麿

；

ノ

か
が
っ
た
。
突
然
の
訪
問
に
も
か
か
わ
ら
ず

た
く
さ
ん
の
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

単
純
な
私
た
ち
は
、
す
っ
か
り
そ
の
気
に

な
っ
て
帰
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
時
、
仲
田
さ

ん
が
多
く
の
市
民
運
動
家
の
方
々
に
電
子

メ
ー
ル
で
協
力
を
呼
び
か
け
て
下
さ
っ
た
。

あ
と
で
読
ん
だ
ら
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
。
，
＇
：
ま
た
ま
た
、
無
謀
で
ノ
ー
テ
ン
キ
な

人
た
ち
が
現
わ
れ
ま
し
た
。
大
分
県
湯

布
院
で
酒
屋
を
営
む
浦
田
龍
次
•
松
村

真
知
子
の
ご
両
人
で
す
。
ち
な
み
に
名

刺
に
は
「
た
だ
い
ま
当
店
は
、
米
軍
問

題
の
た
め
に
、
業
務
に
支
障
を
き
た
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
米
軍

の
せ
い
で
あ
り
ま
す
。
お
急
ぎ
の
配
達

は
、
よ
そ
の
店
が
お
す
す
め
で
す
」
と

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ス
紙
に
日
本
か
ら
意
見
広
告
を

掲
載
し
よ
う
と
い
う
計
画
で
す
。
し
か

も
三

0
日
で
五

0
0万
円
。
六

0
0
0

人
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
私
は
彼
等

と
は
面
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

共
通
の
友
人
の
紹
介
で
訪
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。
一
瞬
、
去
年
の
恐
怖
を
思
い

だ
し
、
顔
面
が
蒼
白
に
な
り
ま
し
た
が

幸
い
に
も
色
の
黒
さ
で
カ
バ
ー
で
き
ま

し
た
。
楽
し
か
っ
た
話
し
、
辛
か
っ
た

話
し
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
経
験
を
語

り
合
い
ま
し
た
。
よ
く
聞
く
と
、
松
村

さ
ん
は
東
京
に
い
る
と
き
に
原
発
の
運

動
を
し
て
い
た
人
で
、
私
た
ち
の
出
し

て
い
る
ミ
ニ
コ
ミ
誌
も
知
っ
て
い
ま
し

た
。
反
原
発
の
人
は
、
あ
と
さ
き
を
考

え
な
い
で
行
動
す
る
人
が
多
い
の
で
す

が
、
彼
等
も
そ
の
範
疇
に
は
い
る
人
た

ち
で
し
ょ
う
。
急
に
親
近
感
が
湧
い

て
、
帰
ら
れ
る
頃
に
は
協
力
し
ま
す
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
9

:．
 

事
務
局
に
は
、
毎
日
を
い
ろ
ん
な
方
々
が

入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
や
っ
て
き
て
く

れ
、
発
送
作
業
や
電
話
番
、
振
替
用
紙
の
整

理
と
山
積
み
の
事
務
作
業
も
何
と
か
こ
な
す

こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
に
よ
る
移

転
強
行
、
特
措
法
の
改
悪
と
時
期
が
重
な

り
、
事
務
局
作
業
は
遅
れ
る
ば
か
り
。
つ
い

に
集
約
日
を
の
ば
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
も
っ
と
地
元
大
分
県
内
で
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
に
出
か
け
て
い
っ
て
、
頭
を
下
げ
て

お
願
い
し
な
け
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
、
そ
れ

を
す
る
と
事
務
局
作
業
が
ま
す
ま
す
遅
れ
て

い
く
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
の
中
、
紙
面
作
成
ま

で
か
か
え
て
い
た
事
務
局
が
破
綻
を
き
た
す

な
事
件
、
事
故
を
未
然
に
防
止
し
、
自
然
環

境
破
壊
の
防
止
等
、
基
地
問
題
の
解
決
を
促

進
す
る
た
め
、
さ
ら
に
、
県
の
国
際
都
市
形

成
構
想
を
具
体
的
に
展
開
す
る
た
め
に
は
、

兵
力
削
減
の
問
題
を
含
む
米
軍
基
地
の
整
理

縮
小
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
日
米
両
国
政
府
に
対
し
、
問
題
の
解
決

を
く
り
返
し
要
請
し
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ

け
、
在
沖
米
軍
の
兵
力
削
減
、
中
で
も
海
兵

隊
の
削
減
を
強
く
要
請
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す。
こ
の
よ
う
な
中
、
貴
団
体
の
意
見
広
告
の

中
に
あ
り
ま
し
た
、
「
今
日
、
私
た
ち
が
求

め
る
の
は
、
軍
事
力
の
優
位
を
求
め
る
『
軍

事
の
安
全
保
障
』
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
面

に
お
い
て
永
続
的
で
、
充
実
し
た
暮
ら
し
の

提
供
を
求
め
る
『
人
間
の
安
全
保
薩
]
な
の

で
す
。
と
の
言
葉
に
接
し
ま
し
て
、
深
い
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
「
私
た
ち
の
望

み
は
軍
事
を
使
わ
な
い
で
、
市
民
の
連
帯
に

よ
っ
て
、
日
米
の
真
の
友
好
関
係
を
築
く
こ

沖
縄
県
知
事

敬
具

一
九
九
七
年
六
月

で
あ
ろ
う
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
だ
っ

た
。
こ
れ
で
は
、
紙
面
作
成
が
進
ま
な
い
1
7
~

神
奈
川
の
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
の
山
中
さ
ん

に
「
虫
の
い
い
お
願
い
で
悪
い
ん
で
す
け

ど
、
も
し
で
き
た
ら
、
こ
こ
か
ら
紙
面
作
成

を
引
き
継
い
で
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
お
そ
る
お
そ
る
尋
ね
る
と
「
い
い
で

す
よ
」
と
一
言
。
（
う
i
ん
、
こ
の
ノ
リ

は
、
湯
布
院
の
メ
ン
バ
ー
と
通
じ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
！
）
ま
た
し
て
も
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス

に
救
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。
あ
の
ま
ま
、
湯
布

院
で
、
紙
面
制
作
も
続
け
て
い
た
ら
、
い
ま

｀
ご
ろ
事
務
局
は
病
院
の
一
室
に
移
転
し
て
、

ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
に
掲
載
な
ど
夢
の

ま
た
夢
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

R
 

六
0
0万
を
目
標
に
集
め
た
カ
ン
パ
も
、

全
国
の
み
な
さ
ん
の
献
身
的
な
ご
協
力
の
お

か
げ
で
、
最
終
的
に
は
八
―

1
0万
を
超
え

た
。
そ
し
て
意
見
広
告
は
、
五
月
三

0
日、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
に
掲
載
さ
れ
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
数
多
く
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
の
お
か
げ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ

ま

す

。

◆

◆

と
で
す
。
」
と
の
主
張
に
対
し
て
は
大
い
に

賛
意
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

沖
縄
と
本
土
の
間
に
は
、
基
地
問
題
の
理

解
に
対
す
る
「
温
度
差
」
が
あ
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
意
見
広
告
に
示
さ
れ
ま
し

た
皆
様
方
の
沖
縄
に
対
す
る
力
強
い
ご
支
援

に
、
私
を
は
じ
め
沖
縄
県
民
は
大
き
な
励
ま

し
を
与
え
ら
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
意
見
広

告
の
実
現
に
尽
力
さ
れ
た
す
べ
て
の
関
係
者

の
皆
様
方
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
、
皆
様
方

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
、
ご
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

葛
筋
屈
息
豆
芦
~
苓
．
＄
裕
嘉
鼻
匂
恙
唸
紅
條
蘇
＂
盛
翌
魯
翡
痘
森
笥
嘉
き
，
t
＂
t
,
:
'
←
戸
，
‘
，
誨
翌
暦
器
農
愚
位
繋
硲
嘉
侭
図
埒
翁
召
拉
魯
恩
’
貸
衿
羞
贋
魯
急
硲
稽
羞
笈
蒻
究
位
畠
熙

大
田
昌
秀

，
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立
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上
が
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た
市
民
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代
替
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
問
う

儘
展
鍛
圃
を
請
求

み
ん
な
が
「
い
ら
な
い
」
と
い
っ
て
も
基
地
は
あ
り
続
け
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
時
、
み
ん
な
は
こ
の
国
の
主
権
者
な
の
だ
ろ
う
か
。

,
.
,
1
9
1
9
9
9
•
9

、

1
.

宮
城
康
博
●
ヘ
リ
ポ
ー
ト
い
ら
な
い
名
護
市
民
の
会
・
事
務
局
長

区

で

は

行

政

委

員

会

が

中

心

と

な

っ

て

ヘ

リ

ポ

ー

ト

対

策

協

議

会

も

結

成

さ

れ

る

。

そ

の

頃

、

名

護

市

は

沖

縄

県

の

同

席

が

な

け

れ

ば

説

明

を

受

け

る

こ

と

は

で

き

な

い

と

、

防

衛

施

設

局

の

説

明

を

拒

否

し

て

い

た

。

沖

縄

県

知

事

は

「

一

義

的

に

は

国

と

名

護

市

の

問

題

で

あ

る

」

と

し

関

与

せ

ず

の

態

度

を

示

し

続

け

る

。

昨

年

の

中

城

湾

へ

の

移

設

案

が

浮

上

し

た

と

き

に

は

す

ぐ

さ

ま

反

対

を

表

明

し

た

沖

縄

県

だ

が

、

一

貫

性

な

ど

微

塵

も

感

じ

ら

れ

な

い

態

度

で

あ

っ

た

。

そ

の

よ

う

な

状

況

の

中

で

、

名

護

市

長

は

断

固

反

対

か

ら

原

則

反

対

へ

と

態

度

を

変

化

さ

せ

て

い

く

。

市

民

か

ら

第

三

回

の

「

市

民

総

決

起

大

会

開

催

を

」

の

声

も

あ

っ

た

が

、

実

行

委

員

長

で

あ

る

市

長

は

動

か

な

か

っ

こ。f
 
そ

う

し

て

、

一

九

九

七

年

四

月

一

八

日

。

比

嘉

鉄

也

名

護

市

長

は

、

キ

ャ

ン

プ

シ

ュ

ワ

プ

沖

へ

の

海

上

ヘ

リ

ポ

ー

ト

基

地

建

設

の

た

め

の

「

事

前

調

査

」

受

け

入

れ

を

正

式

表

明

す

る

。

そ

の

一

0日
程

前

に

、

地

元

区

住

民

の

「

理

解

と

同

意

が

得

ら

れ

ば

」

と

の

発

言

で

は

あ

っ

た

が

、

当

該

地

区

で

の

説

明

会

を

ボ

イ

コ

ッ

ト

さ

れ

る

な

ど

、

と

て

も

理

解

と

同

意

を

得

ら

れ

て

い

る

と

は

い

え

な

い

状

況

の

中

で

の

強

行

表

明

で

あ

っ

た

。

名

護

市

民

の

声

を

無

視

し

て

の

暴

挙

で

あ

る

と

言

わ

ざ

る

を

え

な

い

。

あ

れ

ほ

ど

ま

で

に

県

の

同

席

を

求

め

た

名

護

市

長

が

単

独

で

事

前

調

査

受

け

入

れ

を

表

明

し

た

背

景

に

は

、

橋

本

首

相

の

訪

米

と

い

う

政

治

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

が

あ

っ

こ。t
 
四

月

二

0日
に

は

ヘ

リ

ポ

ー

ト

基

地

建

設

に

関

す

る

市

民

有

志

に

よ

る

「

フ

ォ

ー

，

＇

ラ

ム

」

が

開

か

れ

、

三

0
0人近く
の

参

加

者

が

熱

い

思

い

を

語

り

合

っ

た

。

こ

れ

が

名

護

市

で

始

め

て

行

わ

れ

た

こ

の

問

題

に

関

す

る

市

民

主

催

の

集

ま

り

で

あ

っ

た

。

こ

の

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

成

果

を

受

け

て

、

五

月

一

〇

日

に

は

「

ヘ

リ

ポ

ー

ト

い

ら

な

い

名

護

市

民

の

会

」

（

許

田

清

香

・

成

田

正

雄

代

表

世

話

人

）

が

結

成

さ

れ

て

い

く

。

四

月

二

三

日

に

は

「

ヘ

リ

ポ

ー

ト

基

地

を

許

さ

な

い

み

ん

な

の

会

』

（

代

表

・

新

城

春

樹

）

が

結

成

さ

れ

、

市

民

投

票

に

向

け

て

の

学

集

会

を

行

う

。

．

五

月

九

日

か

ら

事

前

調

査

が

始

ま

っ

た

。

「

命

を

守

る

会

」

や

労

組

に

よ

る

抗

議

行

動

か

ら

逃

げ

る

よ

う

に

、

米

軍

基

地

の

中

か

ら

沖

縄

県

名

護

市

で

は

昨

年

、

市

議

会

で

「

普

天

間

基

地

の

全

面

返

還

に

伴

う

代

替

ヘ

リ

ポ

ー

ト

の

キ

ャ

ン

プ

シ

ュ

ワ

ブ

水

域

へ

の

移

設

に

反

対

す

る

決

議

」

を

全

会

一

致

で

採

択

し

、

市

長

を

実

行

委

員

長

に

「

代

替

ヘ

リ

ポ

ー

ト

建

設

反

対

市

民

総

決

起

大

会

」

を

一

一

度

行

い

、

ヘ

リ

ポ

ー

ト

基

地

建

設

断

固

反

対

の

ア

ピ

ー

ル

を

採

択

し

て

い

た

。

年

が

明

け

て

、

本

格

的

に

キ

ャ

ン

プ

シ

ュ

ワ

ブ

沖

が

代

替

ヘ

リ

ポ

ー

ト

基

地

建

設

の

候

補

地

と

し

て

絞

り

こ

ま

れ

る

と

の

新

聞

報

道

。

一

月

に

七

日

に

は

辺

野

古

区

で

i

ヘ

リ

ポ

ー

ト

建

設

阻

止

協

議

会

（

命

を

守

る

会

）

』

（

代

表

・

西

川

征

夫

）

が

結

成

さ

れ

る

。

そ

の

後

、

辺

野

古

出

入

り

し

て

調

査

は

行

わ

れ

た

。

防

衛

施

設

局

は

新

た

な

米

軍

基

地

建

設

の

た

め

の

調

査

に

、

地

域

住

民

の

手

の

届

か

ぬ

治

外

法

権

地

で

あ

る

米

軍

基

地

を

使

用

し

、

本

格

的

な

調

査

と

は

到

底

思

え

ぬ

、

船

上

か

ら

海

底

を

覗

い

た

り

の

ア

リ

バ

イ

調

査

を

行

っ

て

い

る

。

白

昼

堂

々

と

日

本

政

府

が

米

軍

基

地

を

利

用

し

米

軍

基

地

を

自

己

増

殖

さ

せ

て

い

く

行

為

を

行

っ

て

い

る

。

「

命

を

守

る

会

」

で

は

、

辺

野

古

漁

港

に

闘

争

小

屋

を

設

置

し

、

事

前

調

査

の

監

視

・

抗

議

行

動

を

行

い

続

け

て

い

る

。

四

月

一

八

日

の

名

護

市

長

の

「

事

前

調

査

」

受

け

入

れ

の

強

行

声

明

の

暴

挙

を

境

に

し

て

、

ヘ

リ

ポ

ー

ト

基

地

建

設

と

い

う

命

に

関

わ

る

重

要

な

問

題

を

、

為

政

者

の

判

断

に

ま

か

す

わ

け

に

は

い

か

な

い

と

の

思

い

で

市

民

投

票

を

実

現

し

よ

う

と

準

備

を

進

め

て

き

た

動

き

が

、

一

三

0
0人の参加
者

を

集

め

六

月

六

日

に

「

ヘ

リ

ポ

ー

ト

基

地

建

設

の

是

非

を

問

う

名

護

市

民

投

票

推

進

協

議

会

」

（

代

表

・

宮

城

康

博

）

結

成

へ

と

至

っ

た

。

市

民

グ

ル

ー

プ

（

市

民

の

会

・

み

ん

な

の

会

・

命

を

守

る

会

）

と

労

組

、

市

議

会

会

派

や

政

党

、

平

和

運

動

団

体

な

ど

ニ

―

団

体

で

構

成

さ

れ

る

協

議

会

で

あ

る

。

六

月

に

入

っ

て

か

ら

防

衛

施

設

局

は

、

沖
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縄
県
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
許
可
申
請
を

行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
一
貰
し
て
「
一
義
的
に

は
国
と
市
の
問
題
」
と
し
て
関
与
せ
ず
の
姿

勢
を
示
し
て
き
た
沖
縄
県
の
対
応
が
注
目
さ

れ
る
。
名
護
市
の
市
民
運
動
グ
ル
ー
プ
は
そ

れ
ぞ
れ
、
県
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
へ
の
許
認

可
を
与
え
な
い
よ
う
に
と
い
う
申
し
人
れ
行

動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
市
民
投
票
推
進
協

も
、
市
民
投
票
で
名
護
市
民
の
意
思
が
決
す

る
ま
で
調
査
を
凍
結
す
る
よ
う
県
知
事
に
申

し
入
れ
を
行
っ
た
。

市
民
投
票
は
六
月
三

0
日
に
、
名
護
市
当

局
へ
条
例
制
定
請
求
を
行
い
、
九
月
の
定
例

議
会
で
条
例
を
可
決
さ
せ
年
内
に
は
市
民
投

票
を
実
施
す
る
予
定
で
運
動
を
進
め
て
い

る。
「
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
建
設
」
お
よ
び
「
市

民
投
票
」
に
つ
い
て
の
市
譲
会
議
員
の
対
応

は
十
一
対
十
八
と
い
う
情
勢
で
あ
る
。
十
一

人
の
議
員
が
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
建
設
に
つ
い

て
は
断
固
反
対
で
市
民
投
票
は
重
要
な
問
題

の
民
意
を
問
う
上
で
も
賛
成
で
あ
る
。
十
八

人
の
議
員
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
建
設
に
つ
い

て
の
判
断
は
保
留
で
市
民
投
票
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
県
の
判
断
を
先
に
出
す
べ
き
で
あ

り
現
段
階
で
市
民
の
意
思
を
問
う
必
要
は
な

い
と
の
理
由
で
反
対
で
あ
る
C

ん
や
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
べ
き
市
議
会

が
そ
の
市
長
を
追
認
し
擁
護
し
て
い
る
よ
う

で
は
、
名
護
市
民
と
し
て
恥
ず
か
し
い
限
り

で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
市
民
投
累
を
絶
対
成
功
さ

せ
、
名
護
市
の
自
治
を
健
全
に
確
立
さ
せ
た

い
思
う
。
し
ば
ら
く
は
、
ず
い
ぶ
ん
貧
乏
な

市
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
市
民
に
辺
野

古
沖
の
海
を
守
っ
て
い
く
ジ
ン
プ
ン
（
沖
縄

の
言
葉
・
知
恵
と
訳
す
る
）
が
あ
れ
ば
、

き
っ
と
い
い
市
に
な
る
と
私
は
確
信
し
て
い

る。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
沖
縄
県
全
体
に
再

度
「
県
内
移
設
」
を
容
認
す
る
の
か
と
い
う

問
題
と
し
て
押
し
返
し
、
沖
縄
か
ら
日
本
国

全
体
へ
、
安
保
そ
し
て
平
和
、
民
主
主
義
の

問
題
と
し
て
投
げ
返
し
た
い
。
み
ん
な
が
基

地
を
い
ら
な
い
と
い
っ
て
も
あ
り
続
け
る
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
、
み
ん
な
は
こ
の
国
の

主
権
者
な
の
だ
ろ
う
か
。
圧
倒
的
多
数
の
国

民
が
居
住
す
る
都
市
部
の
人
々
が
安
保
を
基

地
を
容
認
す
る
な
ら
ば
都
市
に
作
れ
ば
い

い
。
私
は
い
ら
な
い
C

【
編
集
部
付
記
】
「
推
進
協
」
は
、
六
月

二
十
六
日
正
式
に
名
護
市
に
「
市
民
投
票

条
例
制
定
請
求
」
を
行
な
う
と
と
も
に
名

護
市
民
に
投
票
条
例
請
求
へ
の
協
力
を
呼

．．
 

＼
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名

，
 

口

＼の

＾

こ体大まし

プ

地

ヮ
基

ユ
、

シ

リ＾

プ

上

ン

ャ

海

キ

ざ
っ
と
名
護
市
で
の
情
勢
を
レ
ポ
ー
ト
し

た
が
、
私
の
個
人
的
な
意
見
も
入
れ
て
現
状

と
今
後
の
問
題
点
を
最
後
に
記
し
て
お
き
た

n
o
 

t、

沖
縄
本
島
北
部
は
、
那
覇
や
宜
野
湾
な
ど

の
都
市
部
で
あ
る
中
南
部
に
比
し
て
、
自
然

が
残
っ
た
い
わ
ゆ
る
イ
ナ
カ
で
あ
る
。
経
済

的
な
自
立
を
急
ぐ
沖
縄
県
と
し
て
は
中
南
部

の
都
市
圏
に
お
け
る
基
地
を
整
理
縮
小
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
本

土
の
と
こ
も
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
の
だ
か

ら
本
島
北
部
へ
と
い
う
こ
と
で
落
ち
着
け
た

い
の
だ
ろ
う
と
し
か
思
え
な
い
。

名
護
市
当
局
と
し
て
は
、
財
政
的
に
相
当

無
理
を
し
て
名
桜
大
学
と
い
う
私
学
（
自
治

体
が
財
政
拠
出
を
し
て
運
営
は
民
間
と
い
う

方
式
）
を
設
立
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の

危
険
な
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
政
府
か
ら
金
を
引

び
か
け
た
。
法
律
で
必
要
と
さ
れ
る
署
名

は
、
五
十
分
の
一
で
あ
る
が
、
有
権
者
の

三
分
の
一
に
当
た
る
一
万
三
千
人
以
上
を

目

標

と

し

て

い

る

。

◆

◆

‘

1

,
i

,
:
I
’
ー

ー

」

[
 

海
を
｀
二
度
殺
す
の
か
？

市
民
投
票
推
進
協
と
し
て
は
、
条
例
制
定

請
求
の
た
め
の
署
名
を
有
権
者
の
過
半
数
を

目
指
す
こ
と
で
、
十
八
人
の
議
員
が
市
民
の

声
を
無
視
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ヘリポートはいらない名護市民の会
905 沖縄県名護市名護1591

tel 0980-54-3643 fax 0980-51-1170 
ホームページ：

http://www.jinbun.eo.jp/heliPort/index.html 

活動資金のカンパもお願いしています。

郵便振替口座番号 01790-8-627 4 7 

口座名義は「ヘリポートいらない名護市民の会」です。

き
出
し
た
い
。

そ
の
よ
う
な
経
済
問
題
が
関
わ
り
な
が
ら

進
行
し
て
い
る
。
命
に
関
わ
る
大
事
な
問
題

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
域
振
興
や
開
発

な
ど
の
経
済
問
題
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
と
全
員

が
あ
る
一
定
の
了
解
地
点
か
ら
議
論
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
経
済
的
な

安
楽
へ
の
全
体
主
義
が
私
に
は
非
常
に
気
に

入
ら
な
い
。
当
該
地
で
あ
る
辺
野
古
の
海

は
、
四

0
年
前
に
シ
ュ
ワ
プ
建
設
で
死
滅
し

た
珊
瑚
が
蘇
生
し
出
し
て
い
る
美
し
い
海
で

あ
る
。
私
た
ち
は
ま
た
も
や
そ
の
海
を
殺
そ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

名
護
市
は
市
域
が
広
く
、
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ

ワ
ブ
が
あ
る
東
海
岸
側
と
市
の
中
心
地
で
あ

る
西
海
岸
側
と
は
山
に
隔
て
ら
れ
、
こ
の
問

題
に
関
す
る
市
民
の
危
機
意
識
の
温
度
差
は

小
さ
く
な
い
。
そ
の
こ
と
の
危
機
感
が
私
に

は
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
れ
か
ら
の
市
民
投
票

推
進
協
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ

る。
基
礎
自
治
体
で
あ
る
名
護
市
の
首
長
が
市

民
の
声
を
全
く
無
視
し
て
「
事
前
調
査
」
の

受
け
入
れ
を
表
明
し
、
そ
し
て
建
設
に
つ
い

て
は
沖
縄
県
知
事
の
判
断
が
必
要
で
あ
る
と

の
見
解
を
示
す
の
は
、
全
く
民
主
主
義
の
体

を
成
し
て
い
な
い
と
し
か
言
え
な
い
。
い
わ
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平
和
宣
言

六

月

は

沖

縄

県

民

が

平

和

を

願

う

月

で

あ

る

。

一

九

四

万

年

四

月

、

日

に

沖

縄

本

島

の

中

部

の

西

海

岸

に

上

陸

し

た

米

軍

が

、

三

カ

月

か

け

て

日

本

軍

を

撃

退

し

な

が

ら

北

部

と

南

部

に

進

み

本

島

南

端

の

摩

文

仁

の

丘

に

到

達

し

て

、

日

本

軍

を

追

い

詰

め

て

壊

滅

さ

せ

日

米

両

軍

の

組

織

的

戦

闘

行

為

が

沖

縄

で

終

わ

っ

た

と

さ

れ

、

沖

縄

で

は

沖

縄

戦

の

終

わ

り

を

六

月

二

十

三

日

と

し

て

い

る

。

そ

の

た

め

に

沖

縄

県

で

は

六

月

―

＿

土

―

-

日

を

慰

霊

の

日

と

定

め

、

県

独

自

の

休

日

に

し

て

沖

縄

戦

の

犠

牲

と

な

っ

た

二

十

万

余

の

冥

福

を

祈

り

な

が

ら

、

沖

縄

戦

を

風

化

た

。

刻

名

さ

れ

た

前

に

、

花

と

線

香

、

供

え

物

を

さ

さ

げ

な

が

ら

何

か

語

り

続

け

て

い

る

人

々

の

姿

も

多

か

っ

た

。

私

の

住

ん

で

い

る

宜

野

湾

市

嘉

数

の

戦

死

者

も

約

四

百

名

が

刻

名

さ

れ

て

い

る

。

私

も

祖

父

母

や

叔

父

、

叔

母

を

含

め

多

く

の

親

戚

の

氏

名

が

刻

名

さ

れ

た

礎

（

い

し

じ

）

の

前

に

手

を

合

わ

せ

た

。

魂

ぱ

く

の

塔

の

近

く

で

は

、

市

民

平

和

団

体

を

中

心

に

国

際

平

和

連

帯

集

会

が

開

催

さ

れ

て

い

る

。

今

年

も

、

轄

国

や

米

国

の

平

和

運

動

家

も

参

加

し

て

行

わ

れ

た

。

特

に

、

沖

縄

本

島

北

部

の

キ

ャ

ン

プ

シ

ュ

ワ

ブ

沖

に

建

設

さ

れ

よ

う

と

し

て

い

る

普

天

間

飛

行

場

の

代

替

ヘ

リ

ポ

ー

ト

に

反

対

す

る

名

護

市

の

市

民

運

動

グ

ル

ー

プ

か

ら

海

上

ヘ

リ

ポ

ー

ト

に

反

対

す

る

市

民

投

票

に

つ

い

て

の

力

強

い

報

告

が

な

さ

れ

た

。

一

方

、

摩

文

仁

の

平

和

祈

念

公

園

で

も

沖

縄

県

の

慰

霊

祭

の

後

、

全

国

か

ら

の

参

加

者

を

含

め

て

「

九

七

連

合

平

和

オ

キ

ナ

ワ

集

会

」

が

開

催

さ

れ

た

。

米

軍

用

地

特

措

法

の

改

悪

で

沖

縄

の

米

軍

基

地

固

定

化

の

足

掛

り

を

つ

く

っ

た

日

米

両

政

府

が

、

日

米

防

衛

協

力

の

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

を

見

直

し

て

、

日

本

が

米

軍

の

行

う

戦

争

を

直

接

的

に

．
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1

竺
報
告
⑰

か
「
沖
縄
か
ら
」

中

、カ
「
沖
縄
ボ
イ
ス
」

洋

編

集

委

員

平
太

伊

波

洋

一・
（
沖
縄
県
議
会
議
員
・
前
沖
縄
中

ァ

部

地

区

労

事

務

局

長

）

ジァ

さ

せ

ず

平

和

を

願

い

続

け

る

こ

と

を

誓

う

日

と

な

っ

て

い

る

。

今

年

も

、

沖

縄

本

島

の

南

端

の

摩

文

仁

の

丘

の

平

和

祈

念

公

園

に

多

く

の

県

民

が

集

い

沖

縄

県

の

慰

霊

祭

が

催

さ

れ

た

。

慰

霊

祭

は

正

午

を

は

さ

ん

で

行

わ

れ

、

正

年

に

は

全

県

民

が

沖

縄

戦

で

犠

牲

に

な

っ

た

二

十

万

を

超

え

る

犠

牲

者

へ

の

黙

祷

を

さ

さ

げ

る

。

甲

子

園

に

向

け

て

行

わ

れ

て

い

る

高

校

野

球

予

選

大

会

や

少

年

サ

ッ

カ

ー

大

会

な

ど

で

も

正

午

の

時

刻

に

合

わ

せ

て

、

ゲ

ー

ム

を

一

時

中

断

し

て

黙

祷

を

さ

さ

げ

て

い

る

。

各

家

庭

や

多

く

の

職

場

で

も

ラ

ジ

オ

や

地

元

テ

レ

ビ

の

放

送

に

合

わ

せ

て

黙

祷

が

行

わ

れ

る

。

同

日

、

摩

文

仁

に

あ

る

多

く

の

沖

縄

関

係

の

慰

霊

塔

や

各

地

の

慰

霊

塔

で

慰

霊

祭

が

行

わ

れ

る

。

主

な

慰

霊

祭

だ

け

で

二

十

六

箇

所

で

行

わ

れ

た

。

他

に

、

違

う

日

に

も

各

地

で

多

く

の

慰

霊

祭

が

行

わ

れ

て

い

る

。

私

の

住

ん

で

い

る

宜

野

湾

市

の

嘉

数

地

区

で

も

毎

年

地

域

の

慰

霊

祭

が

行

わ

れ

て

い

る

。

沖

縄

戦

の

激

戦

地

の

一

っ

で

、

地

域

の

集

落

の

当

時

の

人

口

の

半

分

以

上

の

住

民

が

戦

死

し

た

地

域

で

あ

る

。

米

海

兵

航

空

縁

基

地

で

あ

る

普

夭

間

飛

行

場

を

見

下

ろ

す

高

台

に

建

立

さ

れ

た

嘉

数

区

民

の

石

碑

の

前

で

、

宜

野

湾

市

長

や

市

議

会

議

長

な

ど

も

参

加

し

て

地

域

住

民

の

慰

霊

祭

が

行

わ

れ

て

い

る

。
支

援

す

る

こ

と

で

合

意

し

、

有

事

立

法

の

法

制

化

を

図

ろ

う

と

し

て

い

る

こ

と

に

、

強

い

懸

念

を

表

明

し

た

の

は

、

県

の

慰

霊

祭

で

大

田

知

事

が

読

み

上

げ

た

平

和

宣

言

だ

っ

た

。

平

和

宣

言

は

、

「

本

県

の

現

状

を

見

る

と

、

戦

後

半

世

紀

が

過

ぎ

た

今

日

に

お

い

て

も

、

広

大

で

過

密

な

米

軍

基

地

が

存

在

し

、

振

輿

開

発

の

大

き

な

障

害

と

な

っ

て

い

る

ば

か

り

で

な

く

、

平

和

の

う

ち

に

生

存

す

る

権

利

や

人

権

、

財

産

権

を

様

々

な

形

で

侵

害

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

米

軍

基

地

は

、

有

事

の

際

に

は

、

平

和

を

願

う

私

達

の

意

思

に

反

し

て

、

私

達

を

間

接

的

な

加

害

者

に

す

る

と

い

う

一

面

を

持

っ

て

お

り

、

世

界

の

国

々

と

の

平

和

交

流

を

め

ざ

す

本

県

に

と

っ

て

、

容

認

で

き

る

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

」

と

懸

念

を

表

明

す

る

と

と

も

に

、

「

今

年

は

、

日

本

国

憲

法

が

施

行

さ

れ

て

五

十

周

年

、

本

県

が

憲

法

の

下

に

復

帰

し

て

か

ら

二

十

五

周

年

目

に

当

た

り

ま

す

。

こ

の

節

目

の

年

に

、

平

和

主

義

、

国

民

主

権

、

基

本

的

人

権

の

尊

重

と

い

う

日

本

国

憲

法

の

崇

高

な

理

念

を

あ

ら

た

め

て

確

認

し

、

私

た

ち

一

人

一

人

が

そ

れ

を

日

常

生

活

に

生

か

し

て

い

く

必

要

が

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

、

平

和

を

脅

か

す

い

か

な

る

問

題

に

対

し

て

も

、

勇

気

と

信

念

を

も

っ

て

立

ち

向

か

い

、

解

決

に

向

け

て

努

力

し

続

け

た

い

と

思

い

ま

す

。

私

た

ち

は

、

来

る

べ

き

二

十

一

世

紀

に

む

け

て

、

「

平

和

」

「

共

生

」

「

自

立

」

を

基

本

理

念

と

す

る

「

国

§
、
-
=
l
-

―
-
_
_
、
麗
”
」

平
和
の
礎
（
い
し
じ
）
と

魂
（
こ
ん
）
ぱ
く
の
塔

沖

縄

戦

で

亡

く

な

っ

た

住

民

の

遺

骨

の

多

く

は

、

戦

後

に

な

っ

て

各

地

域

で

収

集

さ

れ

て

地

域

毎

に

埋

葬

さ

れ

た

。

南

部

地

域

の

埋

葬

所

の

―

つ

が

摩

文

仁

の

近

く

の

激

戦

地

で

あ

っ

た

米

須

に

あ

る

魂

ぱ

く

の

塔

で

あ

る

。

家

族

が

ど

こ

で

戦

死

し

た

の

か

判

ら

な

い

多

く

の

遺

族

た

ち

が

、

六

月

に

な

る

と

訪

ね

て

花

や

お

供

え

と

線

香

を

捧

げ

る

と

こ

ろ

が

魂

ぱ

く

の

塔

で

あ

る

。

今

年

も

多

く

の

遺

族

が

戦

後

世

代

の

孫

達

と

と

も

に

魂

ぱ

く

の

塔

を

訪

ね

て

い

た

が

、

よ

り

多

く

の

遺

族

は

九

五

年

に

建

立

さ

れ

た

平

和

の

礎

を

慰

霊

の

日

に

訪

ね

る

よ

う

に

な

っ

た

。

平

和

の

礎

に

は

、

沖

縄

戦

の

戦

死

者

を

中

心

に

第

二

次

批

界

大

戦

で

亡

く

な

っ

た

沖

縄

県

人

を

含

め

て

二

十

三

万

六

千

六

百

六

十

人

が

刻

名

さ

れ

て

い

る

。

内

訳

は

、

沖

縄

県

民

が

十

四

万

七

千

九

百

五

十

九

名

、

県

外

七

万

四

千

四

百

七

名

、

外

国

人

一

万

四

千

二

百

九

十

四

名

と

な

っ

て

い

る

。

平

和

の

礎

（

い

し

じ

）

は

、

半

円

形

に

放

射

状

に

広

が

る

石

碑

に

整

然

と

市

町

村

、

各

字

、

家

族

毎

の

順

に

刻

名

さ

れ

て

お

り

、

遺

族

に

と

っ

て

も

亡

く

な

っ

た

親

族

を

見

つ

け

や

す

い

よ

う

に

な

っ

て

い

る

。

孫

に

押

さ

れ

た

車

椅

子

の

遺

族

も

み

ら

れ

際

都

市

沖

縄

」

を

実

現

す

る

と

と

も

に

、

軍

事

的

要

石

（

か

な

め

い

し

）

で

は

な

く

、

ア

ジ

ア

太

平

洋

地

域

の

持

続

的

発

展

を

図

る

平

和

の

要

石

に

し

た

い

と

思

い

ま

す

l

と

宣

言

し

て

い

る

。

傍
若
無
人
な
米
軍

沖

縄

県

民

が

沖

縄

戦

で

亡

く

な

っ

た

犠

牲

者

の

た

め

の

慰

霊

祭

を

行

う

慰

霊

の

日

を

選

ん

で

、

米

軍

は

那

覇

軍

港

に

一

五

五

ミ

リ

り

ゅ

う

弾

抱

や

迷

彩

色

の

ト

ラ

ッ

ク

な

ど

を

運

び

込

み

、

金

武

町

で

行

わ

れ

て

い

た

県

道

を

封

鎖

し

て

行

わ

れ

て

い

た

実

弾

磋

撃

演

習

の

本

土

移

転

の

た

め

に

日

本

政

府

が

準

備

し

た

民

間

船

へ

の

積

み

込

み

作

業

が

行

わ

れ

た

。

一

方

、

県

道

越

え

実

弾

抱

撃

演

習

が

廃

止

さ

れ

る

こ

と

に

な

る

金

武

町

の

キ

ャ

ン

プ

ハ

ン

セ

ン

演

習

場

で

は

、

は

く

撃

砲

や

小

火

器

の

早

朝

か

ら

の

実

弾

訓

練

が

続

き

、

慰

霊

の

日

の

午

後

に

は

、

五

月

末

か

ら

の

一

二

週

間

で

四

度

目

の

火

災

が

発

生

し

た

。

山

の

焼

失

面

積

は

四

十

八

ヘ

ク

タ

ー

ル

に

達

し

た

。

五

月

三

十

日

に

0
．

一

―

-

ヘ

ク

タ

ー

ル

、

三

十

'

-

日

に

は

約

十

六

ヘ

ク

タ

ー

．

ー

ル

、

六

月

十

日

に

約

五

十

ヘ

ク

タ

ー

ル

が

、

米

車

の

泄

習

で

焼

失

し

て

い

る

。

普

天

間

海

兵

航

空

基

地

で

も

、

慰

霊

の

日

の

前

後

に

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

の

飛

行

訓

練

が

激

し

く

15 1988年6月18日第三種郵便物認可（通巻133号） No.54 1997.6.20 月刊キャッチピース
月刊キャッチピース No.54 1997.6.20 1988年6月18日第三種鄭便物巽可（通巻133号） 14 



な
っ
た
。
衆
参
両
院
で
圧
倒
的
多
数
の
国
会
議

員
の
賛
成
で
沖
縄
の
米
軍
基
地
強
制
使
用
の
日

本
政
府
の
お
墨
付
を
も
ら
っ
た
米
軍
は
、
沖
縄

県
民
の
平
和
へ
の
願
い
に
対
抗
し
て
、
沖
縄
を

占
有
者
と
し
て
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
よ
う

｀`こ。t
 

、
5
見
忍
へ
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＂
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＂
：
：
封
，
＂
杓
芯
秘
虹
り
＂

r

訂
紀
―
y[
9

怒．
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あ
き
れ
る
科
学
技
術
庁
の
鳥
島
v

劣
化
ウ
ラ
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調
査
報
告

I
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L緊
凡
い
四
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沿
将
謬
、
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V
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桝
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ゞ
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，
＂
し
＼
約
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炉
ゞ
万
桁
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も
ぶ
、
い
ご
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"
え
哀
柘
各
‘
そ

今
年
二
月
十
日
に
米
国
の
新
聞
社
の
ニ
ュ
ー

ス
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
鳥
島
で
の
海
兵

ヽ`。し

ど
の
よ
う
に
深
刻
な
汚
染
状
況
だ
っ
た
の
か

に
つ
い
て
は
、
取
り
残
さ
れ
た
高
濃
度
の
劣
化

ウ
ラ
ン
が
検
出
さ
れ
た
士
壌
サ
ン
プ
ル
が
示
し

て
い
る
。
報
告
書
も
一
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
芯
の
近

傍
の
一
地
点
は
汚
染
さ
れ
た
土
壌
の
除
去
が
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
高
い
ウ
ラ
ン
濃
度

が
検
出
さ
れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
し
て
い
る
。
今
年
一
二
月
の
調
査
で
は
、
新
た

に
一
二
十
七
発
の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
を
米
軍
は
回
収

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
五
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
土
壌
は
、
同
程
度
に

高
度
に
汚
染
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、
容

易
に
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
汚
染
さ
れ
た
土

壌
は
調
査
の
直
前
に
除
去
さ
れ
た
は
ず
で
あ

る
。
こ
の
サ
ン
プ
ル
の
ウ
ラ
ン
濃
度
は
、
三
四

0
μ
多
g
な
の
で
、
米
国
原
子
力
規
制
委
員
会

が
定
め
る
土
壌
中
の
劣
化
ウ
ラ
ン
の
要
除
去
レ

ベ
ル
三
五

P
C
i
/
g
の
三
倍
以
上
の
一
―
五

P
C
i
/
g
の
汚
染
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、

報
告
書
は
丁
寧
に
も
鳥
島
が
均
一
に
高
濃
度
で

汚
染
さ
れ
て
い
て
も
安
全
だ
と
計
算
を
し
て
見

せ
て
い
る
。
基
準
を
熟
知
し
な
が
ら
、
仮
定
の

推
論
を
好
ま
な
い
役
所
が
、
そ
れ
も
科
学
技
術

庁
が
、
要
除
去
レ
ベ
ル
の
三
倍
以
上
の
汚
染
土

壌
を
安
全
だ
と
太
鼓
判
を
押
し
て
い
る
事
は
、

報
告
書
の
信
頼
性
を
失
わ
せ
る
意
味
し
か
な

い
。
さ
ら
に
、
条
件
の
提
示
も
な
く
「
劣
化
ウ

海上保安庁の巡祖艇が警戒する

中、米隣軍横浜ノースドック（こ
停泊する第三光洋丸

▼
 

横浜の米陸軍
ノースドック

ー・

沖縄から北富士へ、訓練用の車両等は、民間の
貨物船で運ばれ、横浜ノースドックで陸揚げさ
れた。 (6.26 ・神奈川）

隊
に
よ
る
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
一
五
二

0
発
の
実
射

訓
練
は
、
重
大
な
環
境
汚
染
が
一
年
以
上
も
県

民
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
、
県
民

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
も
っ
と
驚
い
た
の

は
、
米
国
政
府
の
発
表
よ
り
も
先
に
日
本
政
府

が
、
危
険
が
な
く
安
全
で
あ
る
と
発
表
し
た
こ

と
だ
っ
た
。

私
は
、
二
月
の
県
議
会
で
鳥
島
で
の
劣
化
ウ

ラ
ン
弾
発
射
が
極
め
て
重
大
な
放
射
能
に
よ
る

環
境
汚
染
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
こ
と
、
米
軍

は
、
海
兵
隊
•
海
軍
・
空
軍
に
よ
る
放
射
能
汚

染
除
去
チ
，
i
ム
を
つ
く
り
自
然
レ
ベ
ル
ま
で
放

射
能
値
以
下
に
す
る
た
め
に
烏
島
の
地
表
面
の

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
、
環
境
浄
化
作
業
を
行
っ
て

、
こ
た
こ
と
、
そ
の
後
に
土
壌
サ
ン
プ
ル
を
採
取

し
て
基
準
値
以
下
と
発
表
し
て
い
た
こ
と
を
、

昨
年
三
月
の
米
軍
の
調
査
報
告
を
基
に
指
摘
し

た
。
同
時
に
、
岩
や
不
発
弾
に
食
い
込
ん
だ
劣

化
ウ
ラ
ン
弾
が
放
置
さ
れ
、
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
弾
を
含
め
て
約
二

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
劣
化

ウ
ラ
ン
が
回
収
さ
れ
ず
に
烏
島
に
放
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
指
摘
し
た
が
、
米
軍
は
今
日
ま
で

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
前
の
放
射
能
汚
染
の
実
態
は

明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
三
月
七
日
に
、
日
米

の
合
同
調
査
団
が
烏
島
に
入
り
調
査
を
お
こ

な
っ
た
。
新
聞
報
道
の
写
真
で
も
、
調
査
を
す

る
前
に
ネ
ク
タ
イ
と
背
広
姿
で
安
全
性
を
強
調

し
よ
う
と
す
る
科
学
技
術
庁
幹
部
の
非
科
学
的

ラ
ン
の
微
粒
子
は
九

0
％
が
半
径
五

0
メ
ー
ト

ル
以
内
に
落
ち
、
鳥
島
で
は
エ
ア
ロ
ゾ
ル
は
ほ

と
ん
ど
発
生
し
な
い
」
と
断
定
し
て
い
る
。
仮

定
の
計
算
で
鳥
島
周
辺
五
・
五
k
m
以
内
の
海
水

に
含
ま
れ
る
天
然
ウ
ラ
ン
の
総
最
が
を
一
六

0

ト
ン
と
計
算
し
て
、
鳥
島
の
約
百
九
十
k
g
の
劣

化
ウ
ラ
ン
の
安
全
性
を
強
調
し
、
仮
定
計
算
で

「
劣
化
ウ
ラ
ン
の
エ
ア
ロ
ゾ
ル
化
に
よ
る
に
よ

る
影
響
は
無
視
で
き
る
」
と
す
る
な
ど
、
客
観

的
事
実
を
調
べ
る
べ
き
科
学
的
調
査
報
告
書
と

は
程
遠
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
結
論

で
、
「
鳥
島
に
お
け
る
劣
化
ウ
ラ
ン
の
影
響
範

囲
は
、
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
鳥
島

に
立
ち
入
っ
た
と
し
て
も
そ
の
影
響
は
十
分
小

さ
い
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
沖
縄
県
民
を
欺

く
た
め
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

米
軍
報
告
書
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
鳥
島
は
残
留
す
る
約
二
0
0
~

く
の

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
芯
が
露
出
し
て
い
く
危
険
性
が

あ
り
、
米
軍
が
不
発
弾
処
理
の
た
め
に
立
ち
入

る
前
に
は
、
必
ず
劣
化
ウ
ラ
ン
の
ク
リ
ー
ン

ァ
ッ
プ
を
義
務
付
け
さ
せ
て
い
る
。
今
匝
も
科

学
技
術
庁
の
調
究
の
直
前
―
二
月
五
、
六
日
に
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
業
を
し
て
お
り
、
汚
染
さ
れ

た
土
壌
の
回
収
と
環
境
浄
化
を
行
い
、
一
二
十
発

以
上
の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
芯
を
回
収
し
て
い
る
。

調
査
の
三
日
前
の
鳥
島
の
状
態
は
、
極
め
て
深

刻
な
汚
染
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
直

姿
勢
が
目
に
つ
い
た
。
そ
の
後
、
放
置
さ
れ
た

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
か
ら
約
五
十
セ
ン
チ
離
れ
た
土

壌
サ
ン
プ
ル
一
箇
所
か
ら
極
め
て
高
濃
度
の
劣

化
ウ
ラ
ン
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
が
、
四
月
二
十

二
日
に
新
聞
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
予
算
委
員
会
で
は
、
鳥
島
の
近
海

が
豊
富
な
漁
場
で
あ
り
、
鳥
島
の
近
く
に
県
は

一
億
円
以
上
も
か
け
て
大
型
浮
魚
礁
、
パ
ヤ
オ

を
設
置
し
て
お
り
、
鳥
島
周
辺
で
操
業
す
る
漁

民
が
劣
化
ウ
ラ
ン
や
酸
化
ウ
ラ
ン
の
微
粒
子
に

よ
っ
て
被
害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
一

日
も
早
く
鳥
島
射
爆
撃
場
の
閉
鎖
を
日
本
政
府

に
求
め
る
よ
う
指
摘
し
た
。
四
月
に
は
、
湾
岸

戦
争
の
劣
化
ウ
ラ
ン
問
題
を
戦
争
直
後
か
ら
と

り
く
ん
で
い
る
ラ
ム
ゼ
）
・
ク
ラ
ー
ク
元
米
国

司
法
長
官
お
よ
び
担
当
ス
タ
ッ
フ
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
事
務
所
に
訪
ね
、
半
日
の
話
し
合
い
を

持
ち
、
劣
化
ウ
ラ
ン
問
題
が
極
め
て
深
刻
な
問

題
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

六
月
十
九
日
付
け
で
科
学
技
術
庁
原
子
力
安

全
局
の
調
査
報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
が
、
多
く

の
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、
今
回
も
調
査
の
直
前

の
三
月
五
日
、
六
日
に
米
軍
の
汚
染
調
査
と
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
汚
染

の
実
態
に
つ
い
て
、
科
学
技
術
庁
の
報
告
書

は
、
在
日
米
軍
の
報
告
書
に
記
載
が
な
か
っ
た

の
で
不
明
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
だ
け
で
、
汚

染
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
な

前
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
も
関
わ
ら
ず
、
要
除

去
レ
ベ
ル
の
三
倍
以
上
の
汚
染
土
壌
が
検
出
さ

れ
て
も
、
安
全
だ
と
言
っ
て
は
ば
か
ら
な
い
調

査
報
告
書
は
、
信
頼
で
き
な
い
。

米
軍
は
、
昨
年
八
月
二
十
九
日
に
鳥
島
射
爆

撃
場
の
使
用
を
再
開
し
て
お
り
、
日
常
的
に
射

爆
撃
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。
昨
年
十
二
月
十

日
に
米
海
兵
隊
F
A
1
8
戦
闘
機
が
、
四
五

0
キ

ロ
爆
弾
を
那
覇
沖
に
海
上
投
棄
し
大
問
題
と

な
っ
た
が
、
こ
の
爆
弾
は
鳥
島
射
爆
撃
楊
に
投

下
す
る
も
の
だ
っ
た
。

爆
撃
に
よ
っ
て
数
十
メ
ー
ト
ル
も
吹
き
上
げ

ら
れ
る
鳥
島
の
土
壌
に
は
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
と

酸
化
し
た
酸
化
ウ
ラ
ン
の
徴
粒
子
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
は
ず
。
爆
風
と
自
然
の
風
に
よ
っ
て

鳥
島
の
近
く
で
操
業
す
る
漁
民
に
健
康
被
害
が

及
ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
鳥
島
射
爆
撃
場
の

閉
鎖
と
微
底
し
た
環
境
浄
化
を
強
力
に
日
米
両

政
府
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
米
国
内
で

も
下
院
の
公
聴
会
が
行
な
わ
れ
た
。
米
国
議
会

会
計
監
査
院
（
G
A
0
)
も
近
日
中
に
劣
化
ウ

ラ
ン
の
安
全
性
を
見
直
す
た
め
の
報
告
書
を
公

表
す
る
と
さ
れ
て
い
る
c

日
本
政
府
の
今
回
の

調
査
報
告
書
が
い
か
に
デ
タ
ラ
メ
な
も
の
か
を

県
議
会
で
も
明
ら
か
に
し
て
い
く
予
定
で
あ

る

。

◆

◆
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6
月
1
日
（
日
）
、
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
は
、

呉
港
で
は
度
々
し
て
い
る
海
上
デ
モ
を
岩
国

で
初
め
て
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
、
防
衛
施

設
局
が
実
施
す
る
米
軍
岩
国
基
地
の
滑
走
路

の
沖
合
移
設
事
業
の
起
工
式
が
、
私
た
ち
の

長
年
の
反
対
運
動
も
む
な
し
く
同
基
地
内
の

海
上
自
衛
隊
格
納
庫
で
開
催
さ
れ
た
た
め
で

す。
太
陽
が
照
り
つ
け
る
中
、
十
一
時
か
ら
遠

浅
の
た
め
ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ

ま
で
、
ぬ
か
っ
た
浅
瀬
を
一

0
0
mく
ら
い

引
っ
張
り
、
や
っ
と
の
思
い
で
海
に
出
ま
し

た
c

少
し
で
も
起
工
式
会
場
に
近
い
と
こ
ろ

で
シ
ュ
プ
レ
ビ
コ
ー
ル
を
あ
げ
た
か
っ
た

が
、
式
場
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の

の
、
声
は
届
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

基
地
へ
の
提
供
水
域
が
広
く
、
そ
の
境
界
よ

り
中
へ
入
れ
な
い
の
で
す
。

け
れ
ど
も
、
諌
早
湾
の
問
題
が
あ
る
せ
い

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ピ
ー
ス
リ
ン
ク
で
は
、
二
年
前
に
二
度
ほ

ど
、
埋
め
立
て
予
定
地
で
「
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
見
て
回
る
会
」
と
銘
打
っ
て
、
水
生
生

物
の
観
察
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
沖

合
ヘ
―
―

1
0
0
mく
ら
い
歩
い
て
い
く
間
に
、

ハ
ゲ
、
ア
ナ
ゴ
、
ベ
ラ
な
ど
の
幼
魚
が
泳
ぎ

回
っ
て
お
り
、
ア
マ
モ
や
コ
ア
マ
モ
が
拡

が
っ
て
、
ア
マ
モ
に
は
い
ろ
い
ろ
の
卵
が
つ

い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
ア
サ
リ
、
カ
キ
、
丸

ガ
イ
、
ア
メ
フ
ラ
シ
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
、

ウ
ニ
の
仲
間
で
今
で
は
広
島
湾
で
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
ブ
ン
ブ
ク
チ
ャ
ガ
マ

も
見
つ
け
ま
し
た
。
一
度
、
こ
の
生
態
系
を

つ
ぶ
し
て
し
ま
う
と
永
久
に
元
に
戻
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
す
。
子
孫
に
大
き
な
ツ
ケ

を
残
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
環
境
庁
は
、

埋
め
立
て
に
同
意
す
る
条
件
と
し
て
、
消
滅

す
る
藻
場
の
代
償
措
置
を
と
る
よ
う
事
業
主

の
防
衛
施
設
庁
に
言
い
渡
し
、
そ
の
結
果
、

防
衛
施
設
局
は
一
定
の
努
力
を
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
藻
場
・
干
潟
回
復
委
員
会
な
る

も
の
を
設
置
し
ま
し
た
。
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
で

は
こ
の
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
六
名
に
公
開
質

問
状
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
漏
れ

聞
く
と
こ
ろ
で
は
委
員
た
ち
も
回
復
措
置
の

見
込
み
は
極
め
て
薄
い
と
考
え
て
い
る
節
が

広島へ！＼＼、9，'、
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沖
合
い
移
設
着
工
に

平
和
船
団
で
抗
議

◆
 

か
、
マ
ス
コ
ミ
の
ヘ
リ
が
七
機
と
、
船
が
数

隻
、
取
材
の
た
め
出
動
し
て
い
た
の
で
、
私

た
ち
の
行
動
は
新
聞
・
テ
レ
ビ
を
通
し
て
多

く
の
人
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

「
基
地
は
一
時
、
藻
場
は
永
遠
だ
！
」

「
基
地
の
な
い
広
島
湾
を
作
ろ
う
！
」
と
メ

ン
バ
｀
＇
十
七
人
は
、
海
上
保
安
庁
の
巡
視
艇

な
ど
六
隻
に
守
ら
れ
な
が
ら
（
？
）
大
き
な

声
で
シ
ュ
プ
レ
ビ
コ
ー
ル
を
あ
げ
続
け
ま
し

た
。
横
断
幕
を
空
に
向
け
た
り
、
船
の
方
に

向
け
た
り
、
い
い
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
お
う

と
腕
が
痛
く
な
っ
て
も
が
ん
ば
っ
た
。
ボ
ー

ト
に
乗
っ
て
み
て
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
広

い
広
い
海
を
埋
め
立
て
る
の
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。

．
 

そ
も
そ
も
移
設
運
動
は
、
一
九
六
八
年
に

九
州
大
学
の
構
内
に
米
軍
機
が
墜
落
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
事
故
の

あ
り
ま
す
C

．
 

二
九
年
間
も
足
踏
み
し
て
い
た
着
工
が
こ

こ
に
来
て
一
気
に
弾
み
が
つ
い
た
の
は
、
も

ち
ろ
ん
こ
の
移
設
事
業
と
歩
調
を
合
わ
せ
る

ょ
う
に
決
ま
っ
た
普
天
間
基
地
の
空
中
給
油

部
隊
の
移
駐
問
題
が
あ
り
ま
す
。
地
元
住
民

の
中
に
は
、
移
設
後
の
跡
地
返
還
を
期
待
す

る
声
も
強
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
不
用
に

な
る
は
ず
の
現
滑
走
路
は
誘
導
路
と
し
て
そ

の
ま
ま
残
す
と
い
っ
て
、
返
還
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

ま
た
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
大
型
岸
壁

も
増
設
さ
れ
る
の
で
す
。
今
ま
で
の
岸
壁
は

水
深
―
―

-
m
で
作
業
船
が
乗
り
付
け
ら
れ
る
程

度
だ
っ
た
も
の
が
、
水
深
十
三

m
、
長
さ
―
―
―

六

0
m
の
本
格
的
な
港
湾
施
設
に
な
る
の
で

す
ー
）
こ
れ
は
空
母
や
強
襲
揚
陸
艦
ベ
ロ
ー

大
田
伊
杜
子
（
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国
）

す
ぐ
後
に
岩
国
市
議
会
は
移
設
を
決
議
し
て

い
ま
す
。
滑
走
路
の
北
側
に
は
石
油
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
や
有
毒
の
塩
素
タ
ン
ク
を
備
え
た
製

紙
工
場
が
建
ち
並
び
、
戦
闘
機
は
工
場
群
を

避
け
て
手
前
で
急
旋
回
し
て
い
た
た
め
、
移

設
に
よ
り
滑
走
路
を
海
側
に
出
せ
ば
、
ま
っ

す
ぐ
に
離
陸
で
き
、
危
険
も
騒
音
も
大
幅
に

軽
減
さ
れ
る
と
考
え
た
た
め
で
す
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
基
地
が
な
く
な
ら
な

い
限
り
、
危
険
も
騒
音
も
決
し
て
な
く
な
ら

な
い
と
は
考
え
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
む
し
ろ
埋
め
立
て
に
伴
っ
て
起
こ
る

マ
イ
ナ
ス
の
方
が
は
る
か
に
大
き
い
こ
と

も
。
な
ぜ
な
ら
埋
め
立
て
ら
れ
る
海
に
は
広

く
て
豊
か
な
魚
の
産
卵
場
で
あ
る
藻
場
四
一

h
a
と
、
水
質
の
浄
化
機
能
を
持
つ
干
潟
四

二
h
a
が
あ
る
か
ら
で
す
。
岩
国
海
域
で
は

藻
場
・
千
潟
は
約
―
一
八
五

h
a
く
ら
い
し
か

な
い
の
で
、
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
約
一
＝
割
も

ウ
ッ
ド
も
停
泊
で
き
る
も
の
で
、
米
国
の
戦

略
の
中
で
沖
縄
、
佐
世
保
、
岩
国
の
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
の
連
携
を
強
め
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
こ
と
で
す
。
誘
導
路

と
す
る
坑
滑
走
路
は
地
元
が
切
望
し
て
い
る

基
地
の
軍
民
併
用
空
港
に
活
用
し
て
い
く
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
＞

．
 

米
ソ
の
冷
戦
の
終
結
か
ら
七
年
も
た
つ
今

時
、
基
地
が
大
き
く
な
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
に

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
二

0
0五
年
完
成

を
目
指
し
て
一
六

0
0億
円
も
の
思
い
や
り

予
算
を
使
っ
て
移
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
す
。
沖
縄
で
は
‘

1

1

0

一
五
年
に
「
基
地

の
な
い
島
」
を
め
ざ
し
て
、
「
日
本
に
海
兵

隊
は
い
ら
な
い
」
と
い
う
運
動
を
県
行
政
が

先
頭
に
立
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
そ
れ
に
呼
応
し
つ
つ
、
同
じ
海
兵
隊
で

あ
る
岩
国
基
地
の
撤
去
を
求
め
て
運
動
を
続

け
ま
す
c

市
民
が
生
活
者
と
し
て
の
生
の
声

を
上
げ
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
行
政
の
一
人

歩
き
を
許
さ
ず
、
市
民
の
思
い
を
政
治
に
反

映
で
き
る
社
会
を
作
る
た
め
不
可
欠
な
こ
と

だ
と
確
信
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ち
早
い

行
動
力
、
機
敏
性
と
、
事
実
を
突
き
つ
け
て

問
題
提
起
し
て
い
く
と
い
う
基
本
姿
勢
を
保

ち
な
が
ら
進
み
た
い
と
希
っ
て
い
ま
す
。
●
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提訴の日、重い訴状を抱えて。

嘆
き
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
始
末
。
そ
し
て
原

告
の
資
格
と
し
て
「
軍
隊
の
た
め
の
出
費
の

証
明
」
と
な
る
も
の
が
必
要
な
の
で
す
が
、

（
こ
れ
は
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す

が
）
四
人
に
一
人
が
こ
れ
な
し
で
、
こ
の
ま

ま
な
ら
原
告
を
降
り
て
も
ら
う
と
の
裁
判
所

か
ら
の
「
託
宣
」
で
、
事
務
局
は
大
あ
わ

て
。
限
ら
れ
た
時
間
に
連
絡
し
続
け
て
何
と

か
間
に
合
わ
せ
ら
れ
ま
し
た
°

慣
れ
ぬ
こ
と
と
、
多
忙
の
合
間
を
縫
っ
て

名
・馴ー

見▼▼ ｀ ク ｀＇日•一す-さ--
296人の市民原告団が国を提訴（5/16・大阪）

松井義子●輿義アリ！思いやり予算•関西

と
こ
ろ
で
、
私
も
知
ら
な
か
っ
た
「
思
い

や
り
予
算
」
と
は
…
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
の

赤
字
に
苦
し
む
ア
メ
リ
カ
か
ら
、
日
本
の
米

軍
駐
留
費
の
ほ
ん
の
一
部
、
日
本
人
の
基
地

従
業
員
の
福
利
費
六
二
憶
円
を
負
担
し
て
も

ら
え
な
い
か
と
持
ち
か
け
ら
れ
た
と
き
、
当

時
の
金
丸
防
衛
庁
長
官
が
、
「
ま
あ
思
い
や

り
で
…
」
と
負
担
を
決
め
た
の
が
七
八
年
C

以
来
一
七
年
後
の
今
年
は
に
二
七
一
四
億
円

に
の
ぽ
っ
て
い
ま
す
＾
）
こ
れ
は
在
日
米
軍
の

地
位
協
定
で
、
原
則
と
し
て
は
米
国
が
負
担

す
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
「
日
本
国
に
合
衆

米
兵
一
人
に

一四
C
C
)万
円
＇

け
れ
ど
も
、
そ
の
「
思
い
や
り
予
算
」
ゆ

え
に
痛
め
つ
け
ら
れ
て
い
る
沖
縄
か
ら
、

「
安
保
条
約
が
庭
先
に
堕
ち
て
く
る
ん
で

す
。
安
全
保
障
っ
て
一
体
何
で
す
か
」
と
問

い
か
け
ら
れ
て
は
じ
め
て
、
沖
縄
が
置
か
れ

て
い
る
場
所
に
気
付
か
さ
れ
、
「
思
い
や
り

予
算
」
と
い
う
言
葉
が
私
の
視
野
に
飛
び
込

ん
で
き
た
の
で
す
。
一
昨
年
秋
、
沖
縄
の
少

女
強
姦
事
件
後
ま
も
な
く
、
沖
縄
か
ら
の
激

し
い
風
に
吹
か
れ
て
…
。
半
年
し
て
「
異
義

ア
リ
！
思
い
や
り
予
算
•
関
西
」
が
一
エ
ハ
人

の
女
性
た
ち
を
よ
び
か
け
人
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
「
あ
な
た
も
異
義
あ
り
！
の

声
を
あ
げ
ま
せ
ん
か
」
と
わ
か
り
や
す
い
グ

ラ
フ
や
絵
入
り
の
パ
ン
フ
を
作
っ
て
街
頭
で

撒
い
た
り
、
集
会
で
配
っ
た
り
し
て
仲
間
を

ひ
ろ
げ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

の
準
備
な
が
ら
、
沖
縄
の
基
地
確
保
の
た
め

の
「
特
措
法
」
の
「
翼
賛
的
」
可
決
、
本
土

復
帰
二
五
周
年
に
合
わ
せ
て
の
提
訴
に
こ
ぎ

つ
け
た
の
は
五
月
一
六
日
、
実
に
感
動
的
な

日
と
な
り
ま
し
た
。
晴
れ
わ
た
る
空
の
下
、

仲
間
の
原
告
三
〇
人
と
訴
状
を
か
か
え
て
大

阪
地
裁
に
入
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
た
め

ら
い
も
吹
き
飛
ん
で
、
「
さ
あ
、
や
る

ぞ
！
」
と
勇
猛
心
が
沸
き
あ
が
っ
て
き
ま
し

た
。
全
国
に
仲
間
が
い
る
、
見
守
ら
れ
て
い

る
と
の
実
感
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
。

私
の
税
金
を
人
殺
し

に
使
う
な
！

か
つ
て
の
私
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

「
思
い
や
り
予
算
」
と
聞
い
て
、
「
そ
れ
、

阪
神
大
震
災
の
た
め
の
予
算
？
」
と
問
い
返

さ
れ
る
位
で
す
。
防
衛
費
と
か
、
米
軍
駐
留

経
費
と
い
う
も
の
が
私
た
ち
に
見
え
な
い
所

で
操
作
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
を
本
気
で
考
え
な
か
っ
た
大
か
た
の

日
本
人
は
、
「
ア
メ
リ
カ
軍
に
守
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
識
が
底
流
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

「
思
い
や
り
」
と
い
う
言
葉
で
国
費
を
使

う
べ
き
対
象
は
あ
ま
り
に
多
い
。
二
年
を
過

ぎ
た
阪
神
大
霙
災
の
傷
は
癒
さ
れ
ぬ
ま
ま
深

く
進
行
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
の
い
じ
め
、

老
人
の
孤
独
な
た
た
か
い
、
過
労
死
、
弱
い

政
治
を
市
民
の

手
に
取
り
戻
す
た
め
に

そ
れ
で
源
泉
徴
収
票
、
も
し
く
は
本
人
名

義
の
消
費
税
を
明
記
し
た
領
収
証
を
添
え
て

委
任
状
を
出
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
が
、
こ

れ
が
ま
た
難
関
。
日
本
の
家
庭
で
は
大
き
な

出
費
は
ほ
と
ん
ど
夫
の
名
義
で
、
妻
が
原
告

と
な
る
の
に
妻
名
義
の
も
の
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
改
め
て
家
父
（
夫
）
長
制
の
実
態

（
！
？
）
に
気
付
い
た
と
い
う
女
性
た
ち
の

国
軍
隊
を
維
持
す
る
こ
と
に
伴
う
す
べ
て
の

経
費
は
…
…
日
本
国
に
負
担
を
か
け
な
い
で

合
衆
国
が
負
担
す
る
（
二
四
条
の
一
）
、

（
た
だ
し
例
外
と
し
て
）
施
設
・
区
域
は
日

本
国
が
提
供
す
る
（
二
四
条
の
二
）
」
と
の

取
り
決
め
に
反
す
る
多
額
な
負
担
と
な
っ
て

い
た
の
で
す
。
二
四
条
の
一
一
の
日
本
が
負
担

し
て
い
る
費
用
と
あ
わ
せ
る
と
、
実
に
六
ニ

五
七
憶
円
（
九
五
年
度
）
に
の
ぽ
り
、
住
専

で
全
国
的
に
騒
が
れ
た
と
同
程
度
の
国
費
が

年
々
、
国
民
の
目
を
か
す
め
る
よ
う
に
し
て

出
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
は
日
本
に
駐

留
す
る
米
兵
一
人
あ
た
り
約
一
四

0
0
万
円

を
支
払
っ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

何
と
か
提
訴
に

こ
ぎ
着
け
た
ー

一
方
で
は
、
こ
れ
ま
で
湾
岸
戦
争
に
抗
し

て
の
違
憲
訴
訟
や
外
登
法
関
連
の
人
権
訴

訟
、
大
嘗
祭
即
位
の
礼
、
国
費
を
使
う
こ
と

へ
の
違
憲
訴
訟
な
ど
に
か
か
わ
っ
た
弁
護
士

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
訴
訟
準
備

に
と
り
か
か
っ
た
の
で
す
e

こ
れ
が
ま
た
大

変
で
、
安
保
反
対
、
憲
法
違
反
、
平
和
的
生

存
権
を
お
び
や
か
す
、
な
ど
と
申
し
立
て
て

も
、
こ
れ
ま
で
切
り
捨
て
ら
れ
続
け
て
い
る

の
だ
か
ら
、
う
ん
と
絞
っ
て
、
「
私
の
税
金

を
人
殺
し
に
使
う
な
！
」
と
い
う
一
点
に
集

中
し
て
、
理
念
だ
け
で
な
く
「
ゼ
ニ
コ
」
の

問
題
と
し
て
訴
え
て
、
公
判
の
中
で
真
意
を

展
開
し
て
行
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
落
ち
着

い
た
の
で
す
。
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て
い
た
。

か
っ
た
。

し
か
し
現
実
は
そ
う
甘
く
は
な

人
・
ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
人
々
を
切
り
捨
て
て

米
軍
駐
留
費
を
年
々
ア
ッ
プ
し
て
い
る
政
治

の
ゆ
が
み
を
突
き
つ
け
た
沖
縄
か
ら
の
叫

び
、
い
ま
、
遅
ま
き
な
が
ら
こ
の
「
思
い
や

り
予
算
イ
ヤ
ー
・
」
の
動
き
を
、
訴
訟
と
い
う

形
に
し
て
歩
き
は
じ
め
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
動
き
は
、
ほ
ん
の
一
部
の
人

た
ち
の
間
で
知
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の

で
す
。
そ
れ
は
、
「
思
い
や
り
予
算
」
の
実

態
が
見
え
に
く
い
状
態
に
あ
る
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
国
の
政
治
が
、
い
か

に
市
民
生
活
と
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
で
動
か

さ
れ
て
い
る
か
を
つ
く
づ
く
思
わ
さ
れ
ま

す
。
八
三
年
度
、
海
兵
隊
の
キ
ャ
ン
プ
・

コ
ー
ト
ニ
ー
＇
に
教
会
が
建
て
ら
れ
ま
し
た

が
、
「
安
保
条
約
の
効
果
的
運
用
の
た
め
で

憲
法
上
も
問
題
な
い
」
と
政
府
の
弁
。
沖
縄

県
の
大
田
昌
秀
知
事
の
「
あ
れ
（
思
い
や
り

予
算
）
さ
え
な
け
れ
ば
、
米
国
は
こ
れ
ほ
ど

の
規
模
の
軍
隊
を
沖
縄
に
駐
留
さ
せ
続
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
だ
。
基
地
を
減
ら
し

て
欲
し
い
と
願
う
県
民
の
税
金
が
基
地
の
固

定
化
に
使
わ
れ
て
い
る
」
と
の
な
げ
き
を
聞

き
逃
す
こ
と
な
く
私
た
ち
自
身
の
こ
と
と
し

て
訴
訟
に
取
り
組
み
た
い
。
よ
り
多
く
の
支

援
会
員
の
手
に
支
え
ら
れ
て
、
「
日
本
の
負

担
割
合
は
今
後
五
年
間
で
八

0
％
に
近
付

湯
浅
一
郎
（
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国
）

制
度
は
で
き
た
が

拒
否
連
発

＜
C

日
米
の
指
導
者
は
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
の
米
国
側
の

懸
念
の
声
に
応
え
た
い
と
願
い
な
が
ら
。
●

疇
●
藝
●
鬱
魯
魯
働
睾
魯
鬱
亀
鬱

0

鬱
鍮
電
鬱
●
●
馨
•

•••••••••••••••••• • • •• • • • • • • • • • • • ：発た 入蔵機 て

：合衆国の施設及び区域への立ち入り許可手続露表ハ吏りがに烏続そ

; • - (96.12.2日米合同委員会で合意抜粋） ：嚢し文棗闊国皐竺皇

： ：に］鳥めと地のい体
•二（ a) 以下においては、合衆国の施設及び区域への公的 II ‘の島るなに劣仝例
：な立入の許可申請のための経路及び手続きを定める。 ：基いで警りお化 が

: (b)この手続きにおいて「公的な立入」とは、合衆国の：地岳劣と ‘けウ 劣

：施設及び区域の案内を伴う視察、合衆国軍隊の構成員との：塁員嬰置こ易： 嬰・

：協議及び公務遂行を目的とする日本国の公的機関の構成：官市ラーで化弾 ラ

：員による合衆国の施設及び区域への立入を含む。 •にはン；基ウ発 ン

: (c)この手続きは、合衆国軍隊の招待により、又は別段；瓜外累℃雙：輩 累

：の相互の承認により行われる立入には適用しない。 ：の務発 の弾件 め

• •申省射 立のを ぐ
：三手続 ：しのし ち貯契 つ

: (a)合衆国の施設及び区域への公的な立入を希望する日：

：本国の国民（団体の場合は二十名以下に限定する）は、申：

：請した立入日の遅くとも 14日前に、この手続に付属する：襄ど忍見贔し亨戸だ虐ば，ん

：申請様式を用いて (b)から (d)までに定める経路のう：国 ゜島劣はかな部湾蔵現を・

：ち、適当なものを通じて許可を申請する。その構成員がニ・の岩県化明しつも岸さ在行

鰻以上の分類に該当する団体による立入の許可申請は、：古国にウら ‘な岩戦it.もな

; (b)から (d)までに定める分類であって当該団体の構；ぷ虐魯：／含腐 塁言：筐，ど
•成員に適用があるもののうち、その番号(Iから m) の最•つ沖秋のさの ら使る基‘:

：も小さいものに関わる手続きに従って行う。 ：たの月貯れ劣 持用.,.地 z
: (b)分類Jーの立入のための申請は、合同委員会事務局を：弾姫弾蔵て化 嘉と：戸ら
鵬通じて行う。この分類には以下のものが該当す入 ：累虞ご塁苓； さ劣を函席

(l)国会議員 ：爆でに問いン れ化口化エ
(2)日本国麟の中央機関の職員（自衛官を除く： 閲発はも題 °弾 f・ゥ頭ゥ

（c)分類IIの立人のための申請は、防衛施設庁を通じて：処 ‘飛はその 疑ラでラ司

在日合衆国軍隊司令部に対して行がこの分類には以下の；讐腎臭:t、9燐鼻隻鼻芦
ものが該当する。 璽

(l)立入を予定する施設及び区域が所在する都道府県以・

外にある地方議会の議員 ： 6が書設文司に入の 含れ
(2)立入を予定する施設及び区域が所在すろ都道府県以●時入を局書令なれ立四まて

霞外にある地方公共団体の職員 ：前つ F よが部つるち月れお
鬱 •‘た a り入のてと入八てり
: (d) 分類皿の立入のための申請は、立入を予定する施設：—！ ° X -1 り許秋しり 日い 、
•及び区域を管理する合衆国の軍人に対して直接行う。 •弾 F で中 ‘可月て許 ‘るそ
II (i)自衛官 ：薬 a送央更をのい可社摩の

（2)立入を予定する施設及び区域が所在する都道府県内：喜各： ；どf辱司だ農長 lょ胄
にある地方議会の麒及び地方公共団体の職員 ・連送ほ議一喜魯と累災書ヽ

施つしす日要かこし島 劣
設たとる午がらろ‘県力：化
に結 の前あーが二逗 ウ
つ果とで‘る在‘四は ラ
い‘の‘防一日一日秋 ン
て午連申衛と米八に月 弾
は後絡請施の軍日はへ が

五甲請に対する回答

在日合衆国軍隊は、四に基づき例外的取り扱いがなされ

る場合を除き、立入日の遅くとも三日前に、すべての申請

に対する同答（許可又は不許可）を通知する。

..置........Ii...霞．．．．．．．．．．．霞•璽..

．
 

米
軍
基
地
立
ち
入
り
手
続
き

・
 

’
□ロ
ロ

[

]

□̀
[
]
[
口
X

[

立
ち
入
り
許
可
手
続
き
」
を
承
認
し
た
。
在
を
人
手
し
て
い
た
。

日
米
軍
に
対
す
る
立
ち
入
り
調
査
に
関
す
る
国
や
自
治
体
の
職
員
・
議
員
が
、
手
続
き

取
り
決
め
が
作
ら
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
を
取
れ
ば
、
米
軍
基
地
内
に
立
ち
入
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
沖
縄
を
中
心
と
し
て
住
が
で
き
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
れ
は
、
基
地

民
の
安
全
や
生
存
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
に
よ
っ
て
住
民
の
生
活
が
侵
害
さ
れ
て
い
る

が
、
後
に
な
っ
て
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
事
こ
と
を
少
し
で
も
な
く
し
て
い
く
方
向
の
も

態
が
続
く
こ
と
に
対
し
て
、
情
報
を
公
開
す
の
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
。
私
も
、
沖
縄
の
声

る
よ
う
求
め
て
き
た
こ
と
に
対
応
す
る
形
で
の
―
つ
の
結
果
と
し
て
評
価
で
き
る
と
考
え

岡

骰

日

躙
UW
施

本

PROEsE
箪
四
紐

一
庁
エ
霜
BY
米

llA
配

『

二

↑

＿

己

LE
日
g
処

手
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・

年

』
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犀デ万置

三輩曽喝
(93) 

1997、5,22~1997.6.26

s＝原子力潜水艦（原潜）スタージョン級
L＝原子力潜水艦（原潜）ロサンゼ）レス級

横須賀

● 05/2$ 

◇ 同日

♦ 06/07 

◇ 06/13 

13:15 

13:23 

14:09 

07•57 

原潜バッファロ（L)入港。

原潜バッファ a(L)出港。

原潜バッファロ（L)入港。

原潜バッファロ（し〉出港e

横須賀累計（うち原潜） ：12(12) 

佐世保

♦ 06/24 16:33 原潜ホノル）v(L)入港。

◇ 06103 10:02 原潜ホノルル（L)出港。

♦ 06/05 14:11 原潜ヘレナ（L)入港e
◇ 06/13 09:48 原潜ヘレナ IL)出港。

● 06/03 09:47 原潜インディアナホリス（L)入港。

◇ 06/20 13:53 原潜インデイ7ナポリス (L)出港。

♦ G6fi 9 14:09 原潜ワサンゼルス（L)入港c

0 06心4 10:03 原潜ポーツマス（L)入港。
---------------

佐世保累翫（うち原潜） ：10(10) 

”イトピゴー位中縄・圃濤町） なし

的仕ビ→累計（うち原潜） ：3(3) 

●1997ふ1から6.26までの各地の原子力艦
入港数： （ ＼内は原潜

横須賀 12 (12) 

佐世保 10 (10) 

初イトビ-1 3 (3) 

合計 25 (25) 

立
ち
入
り
を
認
め
て
い
な
い
」
と
い
う
わ
け

の
わ
か
ら
な
い
回
答
が
返
っ
て
き
た
。

ほ
ぼ
同
じ
頃
、
岩
国
市
当
局
は
、
岩
国
基

地
へ
の
立
ち
入
り
を
求
め
て
い
た
が
、
こ
れ

ま
た
拒
否
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
横
須
賀
で
も
軍
艦
用
の
バ
ル
カ

ン
・
フ
ァ
ラ
ン
ク
ス
の
弾
薬
に
劣
化
ウ
ラ
ン

弾
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
浦
郷

弾
薬
庫
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
疑
い
が
強
ま
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
市
会
議
員
ら
が
申
請
を
し

た
が
、
こ
れ
ま
た
断
ら
れ
て
い
る
。．
 

こ
の
よ
う
に
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
劣
化
ウ
ラ

ン
弾
を
直
接
の
目
的
と
し
て
基
地
へ
の
立
ち

入
り
を
求
め
る
三
つ
の
動
き
は
、
こ
と
ご
と

く
米
軍
か
ら
拒
否
さ
れ
た
。
外
務
省
が
だ
し

た
立
ち
入
り
に
関
す
る
許
可
手
続
き
は
、
米

軍
の
意
向
次
第
で
何
―
つ
機
能
し
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
こ
で
心
配
さ
れ
る
の
は
、
過
去
に
「
立

ち
入
り
」
が
行
な
わ
れ
て
き
た
い
く
つ
か
の

事
例
が
、
「
手
続
き
」
が
で
き
た
こ
と
で

返
っ
て
反
古
に
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
秋
月
に
関
し
て
は
、
問
題
が
あ

る
た
び
に
、
そ
の
都
度
[
立
ち
入
り
」
(
米

軍
側
は
「
視
察
」
と
い
っ
て
い
る
が
）
が
認

関
し
て
は
何
度
と
な
く
内
部
に
入
る
調
査
は

行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
「
弾
薬
庫
関
連

施
設
は
立
入
を
認
め
て
い
な
い
」
と
い
う
の

は
理
由
に
な
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
「
許
可
手
続
き
」
で

は
、
申
請
に
対
す
る
米
軍
の
対
応
に
関
わ
っ

て
、
許
諾
を
判
断
す
る
基
準
が
何
―
つ
示
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
、
米
軍
の
意
向
で

な
ん
と
で
も
な
り
、
情
報
公
開
と
い
う
点
で

は
、
全
く
と
い
っ
て
い
い
ぼ
ど
前
進
は
な

3ヽ

0
＞
 だ
か
ら
と
い
っ
て
悲
観
し
て
い
る
だ
け
で

も
仕
方
が
な
い
。
一
般
論
と
し
て
、
「
き
ま

り
」
は
、
そ
れ
を
使
う
方
法
や
運
動
の
高
ま

り
な
し
に
は
形
骸
化
し
て
い
く
。
折
角
で
き

た
手
続
き
を
生
か
す
も
殺
す
も
、
私
た
ち
も

含
め
た
市
民
の
側
が
、
運
動
全
体
を
前
進
さ

せ
て
い
く
た
め
の
戦
略
の
な
か
に
、
意
識
的

に
「
手
続
き
」
を
活
用
し
て
い
く
持
続
的
な

取
り
組
み
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て

い

る

の

で

あ

ろ

う

。
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め
ら
れ
て
き
た
。
最
近
で
は
、
危
険
度
標
識

[

l

]

弾
薬
の
荷
役
・
貯
蔵
問
題
（
九
三

年
）
、
弾
薬
の
海
上
保
管
問
題
（
九
〇

年
）
、
模
擬
原
爆
の
貯
蔵
問
題
（
七
八
年
）

な
ど
が
あ
り
、
県
や
市
の
行
政
当
局
や
議
会

の
調
査
団
が
立
ち
人
り
を
し
て
き
た
。
こ
れ

ら
ケ
ー
ス
の
多
く
は
、
基
地
の
存
在
に
よ
り

住
民
の
安
全
や
健
康
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
が
地
域
で
大
問
題
に
な
り
、
そ
の
世
論

を
受
け
て
、
自
治
体
が
動
い
た
結
果
の
一
っ

の
着
地
点
と
い
え
る
も
の
だ
っ
た
。
立
ち
入

ミ

-1夏
望
言
＂
邑
，
か
t
l

沃
一
{
[
三
天
玲
恐
筏
誓
ぎ
き
吝

言
氣
忍
喜

2
~
A
C
O
)
・e, I'
只
’
荘
ぷ

苔
付
臼
昇
き
言
度
（
）
一
ク
喜
喜
を
且
辻
蒻
き

S
翠
と

忌

累

苫

合

曾

＂

竺

乏

＼

‘

[

採

も

1

習
き
ご
f
喜
夏
ハ

召
骨
J
互
忘
ぎ
悶
図
っ
か
。
；
葵
―
}
喜
r
i
`
j
習
｛
且

9
'
l
2喜
S
A
G
O
!
&
!
(
;

菜
芸
＂
一
さ
賃
斎
襄
互

L
5
。

mIll斗
ー

松

甘

計

ー

，

1
1
附

面
置
閲
阿
固
国
／
1
王
□l

i
晒
舛
が

K
冷

S
王

り
で
き
た
こ
と
は
、
―
つ
の
成
果
で
は
あ
る

が
、
そ
の
結
果
、
「
弾
薬
庫
の
な
か
は
き
れ

い
に
整
頓
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
話
で
、
運

動
に
終
止
符
を
う
つ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
い
う
側

面
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

こ
れ
と
比
べ
、
今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
沖
縄

で
の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
発
射
と
い
う
政
治
色

の
強
い
問
題
と
直
結
し
て
お
り
、
立
ち
入
り

を
認
め
る
こ
と
に
よ
る
波
及
効
呆
を
お
そ
れ

て
、
拒
否
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と

は
い
え
、
弾
薬
庫
関
連
施
設
で
も
、
秋
月
に

●
オ
ヤ
ジ
が
歳
を
と
っ
て
古
漬
け
の
ナ
ス
ビ

の
如
く
し
な
び
て
き
た
。
ア
ホ
息
子
の
僕
と

し
て
は
「
す
ま
ん
の
う
」
の
気
持
ち
を
こ
め

て
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
を
「
ほ
ら

よ
」
と
贈
っ
た
。
チ
ェ
コ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
横
須
賀
公
涜
で
あ
る
。
何
を
隠
そ
う
ガ

キ
の
頃
の
僕
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
大
好
き
で
、

N

響
ア
ワ
ー
！
の
テ
レ
ビ
に
合
わ
せ
、
ち
ゃ
ぶ
台

に
乗
っ
て
割
り
ば
し
で
「
指
揮
」
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
が
い
つ
の
ま
に
か
ジ
ャ
ズ

に
悶
え
パ
ン
ク
に
の
け
ぞ
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
家
族
の
こ
と
っ
て
誰
で
も
苦
労

す
る
。
し
か
し
僕
は
、
「
た
だ
い
ま
i
」
と

い
う
言
葉
は
美
し
い
と
思
う
。
あ
っ
何
故
や

お
ら
に
マ
ジ
に
な
る
の
だ
。
ア
ホ
の
坂
田
に

な

り

た

い

。

（

ま

）

●
ガ
1
'

デ
ニ
ン
グ
が
プ
ー
ム
。
と
い
う
こ
と

は
昔
か
ら
「
趣
味
I
i
園
芸
」
の
私
は
な
か
な

か
ト
レ
ン
デ
ィ
？
マ
ン
シ
ョ
ン
の
六
階
暮
ら

し
な
が
ら
植
木
鉢
が
ス
ゴ
い
。
剪
定
さ
れ
た

（
次
ペ
ー
ジ
ヘ
）
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置
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の
を
近
所
で
拾
っ
て
挿
し
木
で
育
て
て
十
年

に
な
る
央
竹
桃
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農
村
か
ら

持
ち
帰
っ
て
挿
し
木
で
大
き
く
し
て
い
る
名

も
知
ら
ぬ
木
。
二
五
年
も
前
に
和
歌
山
の
漁

村
の
松
林
の
根
本
に
咲
い
て
い
た
オ
ダ
ギ
リ

ス
な
ど
な
ど
自
慢
の
草
木
も
い
っ
ぱ
い
。
と

こ
ろ
で
こ
の
夏
は
留
学
中
の
娘
に
会
い
に

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
本
場
イ
ギ
リ
ス
ヘ
行
く
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
．
こ
の
梢
木
た
ち
ど
う

し
よ
う
…
。
悩
ん
で
ま
す
。
（
や
）

●
小

5
の
息
子
が
こ
の

2
ヶ
月
学
校
に
行
っ

て
な
い
。
登
校
し
て
も
教
室
に
は
足
を
向
け

ず
一
日
保
健
室
で
過
ご
し
て
い
る
。
新
任
の

会計報告
(97.5.24~6.30) 

［収入］
口前月からの繰越し

こ今月の収入

会費収入

（内訳）

Ill 

288,380 

18,400 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0
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0

8
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9

9

9

 

5

5

2

 

1

1

 

教
師
と
ど
う
し
て
も
肌
が
合
わ
な
い
上
、
新

し
い
級
友
の
イ
ジ
メ
的
言
動
に
打
ち
負
か
さ

れ
た
の
だ
。
こ
う
い
う
事
態
に
至
っ
て
も
な

ぉ
「
子
供
も
結
構
苦
労
が
多
い
ん
だ
な
あ
」

な
ど
と
し
き
り
に
う
な
ず
く
ば
か
り
で
「
教

室
に
行
け
」
と
一
言
も
言
わ
な
い
父
親
の
こ

と
を
、
み
ん
な
不
思
議
な
動
物
を
見
る
よ
う

な
目
で
み
る
。
だ
が
、
こ
の
年
頃
に
や
は
り

「
不
登
校
」
し
て
た
経
験
の
あ
る
僕
に
は
、

付
け
れ
ば
す
ぐ
に
効
く
薬
が
な
い
の
は
分

か
っ
て
い
る
。
い
ろ
ん
な
人
た
ち
に
助
け
ら

れ
な
が
ら
、
家
族
四
人
、
「
闇
夜
の
シ
ャ

ド
i
ボ
ク
シ
ン
グ
」
が
つ
づ
く
。
（
た
）

維持団体

維持個人

参加団体

参加個人

通信会員

カンパ収入

預金利子

資斜収入

運動収入

［支出］
●今月の支出

事務所代 (7月分） 40.000 

水道光熱費 7,292 

電話FAX費 3,160 

郵送費 40,406 

文具・備品 20,402 

印刷・コピー代 24,926 

振り込み手数料 540 

雑費 1.210 

〇次月への繰越し 168,844 

＊運動費は運動プロジェクト毎の独立採算となっているた

め、それにあてはまらない収支のみがこの憚に言＋上されま

すc

137,936 
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．

い

ぺ

箇

い

'
”
'
]
5

，

□，
、
ジ
＼
ふ
吋
崎
，

会
費
と

夏
の
カ
ン
パ
を
よ
ろ
し
く

r
l

お
願
い
し
ま
す
！

●
印
刷
を
自
前
で
す
る
よ
う
に
な
っ
て
な
ん

と
か
黒
字
財
政
を
キ
ー
プ
し
て
お
り
ま
す

が
、
活
動
に
必
要
な
資
金
は
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
会
員
の
方
々
に
は
「
会
費
納
入
状

況
の
お
知
ら
せ
」
を
同
封
し
ま
し
た
。
会
費

と
夏
の
一
時
金
カ
ン
パ
ご
協
力
を
切
に
お
願

い

い

た

し

ま

す

。

（

や

）
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